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運
賃
諭
よ
り
且
た
る
繋
船
同
盟
主
海
混
同
盟

海
運
に
於
け
る
競
争

海
運
事
業
は
、
高
人
の
自
由
な
る
使
用
に
開
放
せ
ら
れ
て
居
る
所
の
海
洋
を
以
て
そ
の
通
路
ご
な
し
、
且
つ
熔

τの
肱
舶
に
向
っ
て
均
等
の
傑
件
に
於
て
開
放
せ
ら
れ
て
居
る
港
鴻
を
以
て
そ
の
後
着
地
己
す
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
何
人
に

τも
船
舶
色
へ
所
有
す
れ
ば
、
之
を
傍
む
こ
=
が
出
来
る
。
而
も
之
に
要
す
る
資
本
は
、
例
へ
ば
之



を
小
規
模
の
不
定
期
舶
経
笹
正
一
式
ム
様
な
形
態
に
て
行
ふ
ご
す
れ
ば
、
工
業
に
於
け
る
エ
場
設
備
な

E
に
比
ぶ
れ

ば
、
比
較
的
少
額
に

τ足
る
も
の
で
ゐ
る
。
而
も
、
紬
舶
な
る
も
の
は
、
大
な
る
も
の
も
小
な
る
も
の
も
、
之
を

買
入
れ
ん
正
欲
せ
ば
何
時
に
て
も
買
入
れ
る
こ
芭
が
凶
来
る
し
、
叉
車
に
嘗
分
の
関
口
り
使
用
せ
ん

Z
欲
せ
ば
、

賃
借
又
は
傭
般
吉
一
再
ふ
方
法
も
あ
る
。
放
に
、
海
運
事
業
な
る
も
の
は
、
之
を
開
始
す
る
こ

Z
比
綾
的
自
由
且
つ

容
易
な
る
も
の
で
あ
る
。

允
も
、
均
し
〈
海
運
事
業
主
五
う
て
も
、
定
期
帥
刑
事
業
を
開
始
す
る
は
、
不
定
期
般
事
業
り
知
〈
容
易
で
は
な

い
が
、
而
も
之
も
織
道
事
業
を
開
始
す
る
に
比
ぶ
れ
ば
、
某
所
要
資
本
が
少
繍
に
て
足
る
結
だ
け
で
も
、
容
易
で

あ
る
は
疑
ひ
が
な
い
。
殊
に
定
期
般
事
業
主
去
っ
て
も
、
之
を
開
始
す
る
の
嘗
初
に
は
、
必
十
し
も
、
大
規
模
の

頗
る
組
織
立
っ
た
経
債
を
以
て
す
る
の
要
な
く
、
事
業
の
鵬
首
展
に
件
つ

τ、
規
模
の
競
張
を
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ

る
か
ら
、
此
事
業

ω
開
始
そ
の
も
の
は
、
困
難
な
る
事
柄
で
は
な
い
。

海
運
事
業
は
、
右
に
逃
よ
る
が
知
〈
、
之
を
開
始
す
る
こ
さ
が
自
由
で
あ
り
容
易
で
あ
る
か
ら
、
従
っ
て
、
海

運
出
押
に
於

t
は
、
他
人
に
鵠
し
競
守
を
開
始
す
る
こ
ご
も
、
叉
は
併
に
存
在
せ
る
競
争
に
加
入
す
る
-
』
正
も
、
自

由
で
あ
り
且
つ
容
易
で
あ
る
o
卸
ち
海
運
事
業
な
る
も
の
は
、
事
業
の
性
質
が
、
何
人
に
も
自
由
に
競
争
を
開
始

す
る
こ
ご
を
許
す
所
の
も
の
で
あ
る
。
放
に
此
意
味
に
於
工
、
海
運
事
業
は
、
自
由
競
争
的
性
質
に
宮
な
も
の
さ

言
は
れ
て
居
る
。
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大

併
し
乍
ら
・
若
し
自
由
競
等
ご
云
ム
ニ
古
の
異
の
意
味
が
、
車
に
競
争
を
開
始
し
叉
は
之
に
加
入
す
る
こ
ご
が

自
由
で
ゐ
る
ご
云
ふ
こ
正
に
あ
る
ば
か
り
で
は
な
〈
、
真
に
競
争
を
行
ふ
こ
ご
(
競
争
行
ゑ
)
仁
つ
い
て
何
等
の
制

限
が
な
い
い
こ
正
、
及
び
、
競
守
よ
ち
脱
退
す
る
こ
正
の
自
由
で
あ
る
こ
ご
、
を
合
む
も
の
ご
す
れ
ば
、
海
運
事
業

に
於
げ
る
競
事
は
必
十
し
も
自
由
競
争
で
は
な
い
o

何
正
な
れ
ば
、
海
運
事
業
は
、
事
業
り
性
質
Z
し
て
、
競
争

を
行
ふ
こ
ご
に
は
元
来
何
等
の
制
限
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
競
争
よ

b
脱
退
す
る
こ
ご
は
、
之
に
加
入
す
る
が
如

〈
に
は
、
自
由
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。

海
運
事
業
に
於

τ、
競
争
よ
り
脱
退
す
る
の
自
由
に
乏
し
い
の
は
、
事
業
資
本
の
大
部
分
が
般
舶
王
子
ム
形
に

於
て
回
定
さ
れ
で
居
る
か
ら
で
ゐ
る
。
こ
の
般
舶
な
る
も
の
は
、

工
業
に
於
げ
る
工
場
の
如
く
、

号
の
一
部
分
の

み
の
活
動
又
は
一
部
分
の
み
の
休
止
を
許
さ
な
い
も

ωで
、
活
動
す
る
も
休
止
す
る
も
必
?
一
隻
の
船
舶
会
龍
吉

し
て
之
を
な
す
り
外
な
き
も
の
で
ゐ
る
の
故
に
、
海
運
業
者
が
若
し
も
腕
弔
干
の
肱
迫
の
斜
め
に
事
業
の
縮
少
を
な

さ
ん
芭
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
少
く
ご
も
一
隻
の
舶
舶
の
休
航
機
縞
印
も
紫
舶
の
方
法
に
よ
る
の
外
は
な
い
。
然

る
に
紫
舶
を
な
さ
ば
、
般
舶
に
画
定
し
て
廃
品
資
本
の
全
部
が
活
用
せ
ら
れ
な
い
の
み
な
ら
す
、
繋
般
の
匁
め
に

は
少
か
ら

F
る
積
極
的
の
費
用
も
必
要
で
あ
る
。
故
に
海
運
業
者
に
ご
り
て
は
、
縦
ひ
競
守
に
加
入
し
て
居
る
が

ゑ
め
に
且
官
業
上
に
損
大
を
出
来
る
場
合
で
ゐ
っ
て
も
、
そ
の
損
失
が
、
繋
舶
の
損
失
に
比
べ
て
、
幾
分
に
て
も
軽
き

さ
き
は
、
不
本
意
な
が
ら
も
競
争
を
継
績
に
て
行
く
よ
b
外
に
仕
方
が
な
い
。



尤
も
、
般
舶
な
る
も
の
は
、
海
運
業
者

E
L
て
の
立
場
よ

h
見
れ
ば
固
定
資
本
で
あ
る
が
、
併
し
一
面
に
は
世

界
的
市
場
を
有
す
る
一
つ
の
商
品
で
あ
る
。
故
に
、
海
運
業
者
は
所
有
船
舶
を
責
却
し
ゃ
う
ご
思
へ
ば
、
そ
の
買

手
を
見
出
す
に
苦
ま
な
い
で
あ
ら
う
o

好
景
気
持
代
に
盛
に
利
盆
を
泉
げ
て
大
に
そ
の
原
債
の
鈴
却
せ
ら
れ
た
般

舶
の
如
き
は
、
何
等
の
損
失
な
〈
し
て
、
否
、
相
嘗
の
責
買
刺
盆
を
牧
め
て
、
責
却
せ
ら
れ
る
。
併
し
乍
ら
、
未

だ
幾
許
も
そ
の
原
債
の
鎗
却
せ
ら
れ
る
暇
な
〈
し
て
不
景
気
時
代
に
遭
遇
し
た
般
舶
の
如
き
は
、
甚
だ
し
き
損
失

ケ
以
て
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、

之
を
貰
却
す
る
こ
ご
は
出
来
な
い
o
般
舶
の
商
品
た
る
性
質
は
、
海
運
昇
の
好
況

に
向
ふ
場
合
に
は
盆

t
加
は
り
、
不
況
に
向
ふ
場
合
に
は
盆
I
減
や
る
o

若
し
競
守
の
篤
め
に
運
賃
が
生
産
費
以

下
に
下
b
、
航
海
が
只
損
失
の
下
に
の
み
行
は
る
、
に
至
b
た
る
場
合
に
は
、

か
、
る
舶
舶
は
、
生
産
財
ご
し
て

は
そ

ω現
僚
は
巳
に
マ
イ
ナ
ス
の
債
格
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
V
も
の
で
あ
る
。
故
に
か
、
る
舵
舶
の
所
有
者
は
、

崎
町
来
の
海
運
界
の
景
気
に
劃
し
楽
観
的
な
る
強
気
り
買
手
を
見
出
し
得
き
る
限
h
、
之
を
責
却
す
る
こ
さ
は
不
可

能
で
あ
る
。
締
舶
を
責
却
す
る
こ
ご
を
得
守
し
て
自
己
の
手
許
に
所
有
す
る
限
り
は
、
そ
れ
は
疑
ひ
も
な
〈
悶
定

資
本
で
あ
る
o

-
】
の
固
定
資
本
全
擁
す
る
限
b
、
海
運
業
者
は
競
守
よ
b
脱
退
す
る
の
自
由
な
(
、
不
本
意
な
が

ら
も
之
に
加
入
し
て
居
る
の
外
は
な
い
。
放
に
此
貼
を
見
れ
ば
、
海
運
に
於
け
る
競
争
は
、
寧
ろ
不
自
由
競
守
た

る
の
性
質
を
有
つ
ご
雪
一
口
ひ
得
る
。
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海
運
に
於
け
る
競
争
は
、
之
に
加
入
す
る
こ
古
が
自
由
で
あ
る
に
拘
は
ら
中
、

之
よ
り
脱
退
す
る
こ
ど
の
自
由

で
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
嘗
然

ω結
巣
ご
し
て
、
海
運
に
於
け
る
競
容
は
激
烈
ご
な
る
傾
向
を
有
っ
。
而
も
海

運
に
於
て
は
、
そ
の
競
争
の
激
烈
性
を
更
に
刺
戟
す
る
所
の
原
因
が
あ
る
o

私
は
そ
の
原
因
の
主
な
る
も
の
ご
し

τ、
失
の
二
つ
の
事
柄
を
皐
げ
る
で
あ
ら
う
。

ら
た
仁
事
業
を
開
始
す
る
も
の
も
出
来
、
叉
従
前
川
事
業
を
備
張
す
る
も
の
も
出
来
て
来
る
。
共
結
果
、
新
造
船

の
増
加
ご
な
り
、
海
運
市
場
に
於
げ
る
般
腹

ω
供
給
が
増
加
す
る
。
而
し
て
此
等
の
増
加
般
肢
は
好
景
気
時
代
に

海
運
事
業
は
、
之
を
開
始
す
る
こ
さ
が
界
易
で
ゐ
り
自
由
で
あ
る
炉
ら
、
海
運
界
が
好
景
気
に
向
へ
ば
、
新

は
、
従
前
よ
・
り
の
供
給
船
腹
に
競
争
を
開
始
し
て
‘
好
景
気
の
利
益
の
分
配
に
奥
か
る
の
み
な
ら
?
、
好
景
気
時

代
が
去
っ
て
不
景
気
時
代
に
入
れ
ば
、
之
ゐ
る
が
斜
め
に
海
運
界
全
般
の
競
争
を
盆
l
甚
ピ
し
く
す
る
こ
己
、
な

一
ケ
の
海
運
業
者
ご
し
て
の
立
場
よ
り
見
れ
ば
、
海
運
界
が
不
景
気
ご
な
h
，
、
暫
く
そ
の
回
復
を
望
み
難
し

Z
観
測
す
れ
ば
、
原
岡
恨
の
鈎
却
が
大
部
分
憐
み
た
る
船
舶
は
、
之
を
頁
却
し
て
海
運
界
よ
り
脱
退
す
る
こ
古
も
出

品。来
、
叉
は
所
宥
般
舶
の
中
に
で
海
運
勢
務
生
産
裂
の
比
較
的
高
く
つ
〈
船
舶
は
、
運
賃
の
下
落
が
未
だ
そ
の
生
産

費
芭
同
一
の
結
に
蓮
せ
古
る
問
に
、
そ
の
般
債
を
見
切
っ
て
之
を
他
仁
寅
却
す
る
こ

Z
に
よ
り
、
持
も
励
金
韓
Z

し
て
の
舶
痕
計
算
を
有
利
ご
な
し
、
之
に
よ
り
て
不
利
盆
な
る
競
争
場
裡
に
於
け
る
白
己
の
地
位
を
幾
分
有
刺
ど

な
す
こ
古
が
出
来
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
の
般
舶
は
新
ら
た
な
る
経
替
者
の
手
に
移
っ
て
依
然
海
運
市
場
に
活
動



す
る
も
の
で
ゐ
b
、
而
も
こ
の
新
ら
た
な
る
抑
制
傍
者
は
嘗
時
の
市
場
運
賃
に

τも
計
算
の
立
つ
程
度
で
、
そ
の
般

舶
を
買
受
け
た
の
で
あ
る
か
ら
、
海
運
界
が
一
屠
の
不
景
気
に
陥
る
ま
で
は
、
比
較
的
有
利
な
る
地
位
に
於
て
こ

の
不
最
気
時
代
の
競
争
に
加
は
る
ふ
ご
、
な
る
。
故
に
海
蓮
田
ず
に
去
来
す
る
旦
品
集
の
波
は
、
常
に
海
運
事
業
の
競

守
を
刺
戟
す
る
も
の
で
ゐ
品
。

二
位
這
般
及
び
芯
機
工
業
の
後
遺
一
炉
、
常
に
海
宿
泊
努
務
の
生
費
費
を
低
減
せ
し
め
っ
、
あ
る
こ
ご
も
、
海
運
事
業

に
於
け
る
競
争
を
刺
戟
す
る
一
つ
の
原
因
で
あ
る
。
猫
占
的
地
位
を
占
な
る
餓
道
業
な
ど
に
あ
っ
て
は
、
生
産
費

を
低
減
せ
し
む
べ
き
技
術
上
の
改
良
や
畿
明
が
行
は
れ
で
も
、

そ
れ
は
概
ね
只
管
業
岩
の
利
盆
を
増
加
す
る
こ
ご

、
な
る
の
だ
が
、
自
由
に
競
守
を
開
始
し
得
る
所
の
海
運
業
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
は
常
に
新
ら
し
き
競
守
者
を
誘
畿

し
、
若
し
〈
は
既
存
の
替
業
者
聞
の
競
争
を
一
屠
椛
な
ら
し
む
る
こ
吉
、
な
る
の
で
あ
る
。
今
日
海
運
界
に
於
て

は
、
生
産
費
を
低
減
せ
し
む
べ
き
一
考
案
が
日
進
月
歩
の
勢
を
以
て
進
み
つ
、
ゐ
b
て
、
造
船
造
機
工
業
に
於
け
る
改

良
や
俊
明
の
進
歩
は
賓
に
驚
〈
べ
き
も
の
が
あ
る
。
此
等
の
改
良
や
俊
明
は
軌
れ
も
、
同
じ
海
運
勢
務
を
提
供
す

る
に
つ
い
て
、
従
前

ω般
舶
よ
h
も
安
き
生
産
品
質
を
以
て
、
之
を
提
供
し
得
る
慌
に
考
案
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
，

放
に
海
運
界
の
且
高
気
の
良
好
な
る
場
合
に
は
、
こ
の
新
式
の
般
舶
を
以
て
す
れ
ば
一
一
暦
そ
の
利
盆
が
大
で
あ
h
、

そ
の
景
気
が
沈
滞
し
て
、
従
前
の
般
主
は
説
れ
も
皆
、
市
場
運
賃
に
て
殆
H

と
何
等

ω
利
盆
な
〈
、
続
に
事
業
を
継

続
L
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
様
な
場
合
で
も
、

こ
の
改
良
や
畿
明
を
採
用
し
た
鋤
舶
を
以
て
す
れ
ば
、
相
常
の
利
盆

Z荷

f霊

海
運
に
於
け
る
競
争
の
蓮
賃
に
及
ぼ
す
影
響

第
二
十
巻

(
第
一
一
担
二
一
九
)

:fr. 



両命

君主

海
迩
に
於
け
る
競
争
由
誕
貨
に
及
ぼ
す
影
響

第
二

I
各

(
銘
娘
一
一
二

O
)

に〉

を
奉
げ
る
こ
吉
が
出
来
る
o

従
う

τ企
業
的
精
一
脚
に
富
む
も
の
は
、
海
運
回
押
の
景
気
の
良
好
な
る
場
合
は
勿
論
の

こ
己
、
そ
の
沈
滞
の
場
合
に
も
、

こ
の
新
式
の
船
舶
を
以
て
海
運
界
の
自
由
無
豪
に
新
ら
た
な
る
競
守
者

Z
L
τ

霊
場
す
る
こ

Z
、
な
る
o

而
し
て
治
船
造
機
工
業
り
立
場
よ
り
見
ゐ
も
一
階
蓮
労
務
の
生
産
費
に
於
て
従
前
の
も

ω

よ
り
も
有
利
な
る
舶
舶
を
提
供
し
得
ゐ
な
ら
ば
、
一
件
窪
田
押
沈
滞
の
場
合
に
於
て
も
、
建
港
注
文
の
中
絶
を
来
す
良

が
少
く
な
る
評
で
あ
る
か
ら
、
傘
I
此
方
針
に
於
て
改
良
俊
明
に
努
力
す
る
司
】
ご
、
な
る
o
h
r
〈

τ浩
般
慈
機
工

業
に
於
て
、
改
良
俊
明
の
成
功
が
存
a
ね
す
る
限
り
は
、
海
運
界
の
景
気
の
良
好
な
る
場
合
は
言
ふ
ま
で
も
な
〈
、

縦
ひ
そ
の
沈
滞
の
場
合
に
於
て
も
、
海
運
事
業
に
於

τは
、
競
争
を
刺
戟
す
る
原
因
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

右
に
通
ぶ
る
が
知
〈
、
海
運
事
業
な
る
も
の
は
、
そ
の
酷
官
業
の
鉾
卓
室
が
甚
だ
自
由
な
も
性
質
を
有
つ
も
の
で
あ

り
、
此
事
業
ef
開
始
す
る
こ
ご
が
甚
に
容
易
な
る
も
の
で
あ
る
が
上
に
、
海
謡
界
に
去
来
す
る
尽
気
の
波
宮
、
海

運
勢
務
の
生
産
費
を
低
減
せ
し
む
る
所
の
進
舶
議
機
の
改
良
後
明
が
常
に
行
は
れ
て
居
る
ニ
正
、
は
、
こ
の
事
業

に
於
げ
る
競
争
を
刺
戟
す
る
関
係
に
あ
る
も
の
で
ゐ
る
。
そ
こ
で
こ
の
競
争
が
自
然
の
備
に
行
は
る
、
さ
き
は
、

そ
は
必
中
運
賃
の
引
下
げ
さ
云
ふ
形
に
於
て
現
は
れ
来
る
も
の
な
る
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
即
ち
、
海
運
市
場
に

於
て
海
運
勢
務
仁
謝
す
る
需
要
が
減
退
し
て
そ
の
供
給
が
過
剰
ご
な
り
た
る
場
令
、
換
言
す
れ
ば
、
般
腹
需
要
が

減
退
し
て
船
腹
供
給
が
過
剰
ョ
己
な
り
た
る
場
合
に
は
、
運
賃
の
引
き
下
げ
じ
よ
h
て
積
載
貨
物
獲
得
の
競
争
が



起
る
o

ヌ
或
航
路
に
定
期
般
事
業
を
開
始
せ
ん
が
怨
め
に
、
己
に
そ
の
航
路
に
鶴
業
し
て
居
る
他
の
定
期
加
業
者

の
替
業
領
域
に
割
込
ま
ん
ご
欲
す
る
も
の
が
、
常
に
用
ゐ
る
戦
術
も
亦
、
よ
ち
安
当
』
運
賃
を
以
て
す
る
蓮
迭
の
提

供
で
あ
る
。
何
れ
の
場
令
に
於
て
も
、
競
争
が
継
続
し
、

そ
が
盆
I
激
烈
ご
な
る
に
於
て
は
‘
運
賃
は
愈
I
下
落

せ
ゴ
る
を
符
な
い
o
然
ら
ば
、
競
争

ω結
果
、
運
賃
は
如
何
な
る
所
ま
で
下
落
す
る
の
可
能
あ
る
も
の
で
あ
る

か
。
之
を
明
か
に
す
る
が
絡
め
に
は
、
先
づ
海
運
勢
務
生
産
費
の
内
容
を
検
ぺ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

運
賃
さ
海
運
労
務
生
産
費

海
運
労
務

ω生
産
費
の
内
容
は
、
積
々
な
る
観
貼
よ
り
分
類
す
る
こ
Z
が
出
来
る
も
の
で
あ
る
が
、
弦
に
は
、

常
面
の
説
明
の
便
宜
上
、
船
舶
を
基
本
己

L
た
る
分
類
に
よ
る
こ
さ
、
す
る
。
然
る
吉
き
は
、
海
運
勢
務
の
生
産

費
は
、
固
定
資
本
た
る
船
舶
に
闘
す
る
費
用
、
卸
も
船
舶
元
同
慣
に
劃
す
る
利
子
、
般
債
の
鈴
却
費
、
等
の
固
定
費

(
包
括
且
向
。
ω円
)

ご
、
船
舶
の
保
険
料
、
修
繕
費
、
船
員
給
料
、
舶
員
食
料
、
消
耗
日
開
費
、
帰
内
雑
費
、
陸
上
経
費

(
郎
も
所
謂
底
費
の
割
嘗
)
等
の
経
替
費
(
冨
富
山
町

5
m
g且
)

ご
、
燃
料
費
、
貨
物
費
又
は
旅
客
費
、
港
費
等
の
航

蓮品賞

(
3
=
q
z
E
E
L
S
E
-
5
m
g見
)
ご
よ
り
成
る
も
の
さ
認
む
る
こ
さ
が
出
来
る
c

而
し
て
同
定
貨
は
、
海

蓮
第
務
の
提
供
を
な
す
ご
否
ご
に
拘
は
ら
中
、
海
運
事
業
守
管
h
u
限
'
り
は
必
十
要
す
る
費
用
で
あ
り
、
経
替
相
茸
は

誕
蓮
枇
労
務
の
提
供
を
な
き
い
γ

れ
ば
、

そ
の
幾
分
は
支
出
の
要
な
き
も
の
で
あ
る
が
、
併
し
倫
或
部
分
は
海
運
勢
務

吉市

主投

約
謹
に
於
吋
る
競
午
の
運
賃
に
R
A
ぽ
す
影
響

第
二
十
を

(
か
一
一
揖
二
ニ
一
)

一



持

品附

量生

海
運
に
於
り
る
競
川
甲
山
誕
貨
に
及
ぼ
す
影
響

第
二
十
巻

(
却
炉
]
競
ニ
ニ
ニ
)

一

の
提
供
を
な
吉
中
正
も
要
す
る
費
用
で
あ
る
。
航
蓮
費
に
至
つ
て
は
、
海
運
傍
務
の
提
供
を
な
さ
い
る
限
り
は
金

〈
要
せ
ざ
る
費
用
で
あ
る
。

此
等
の
固
定
費
、
経
且
百
貨
、
航
蓮
費
の
割
合
は
、
就
役
航
路
に
よ
h
て
異
h
J
、
船
型
、
舶
齢
、
機
関
の
稀
類
に

よ
ら
て
も
異
り
、
叉
輸
送
物
の
輔
類
に
よ
h
t
も
異
る
も
の
で
あ
る
が
、
滋
に
は
、

二
三
の
宮
際
航
海
計
算
書
に

基
吉
、

そ
れ
を
単
純
化
し
て
、
新
造
二
千
噸
(
重
量
噸
)
、
燃
炭
機
関
貨
物
舶
の
西
貢
門
司
間
米
穀
護
法
に
要
す
る

こ
れ
ら
各
費
目
の
金
額
を
仮
設
的
に
算
定
し
て
、
海
運
融
労
務
生
産
費
内
容
の
最
も
筒
車
な
る
一
例
を
示
す
こ
ご
、

す
る
。

重
量
噸
敷
ニ

0
0
0噸
貨
物
船
西
貢
門
司
航
海
計
算

航

海

日

置

寸A

五

日

航

耀

浬

程

ニ
0
λ
一
極

碇

泊

日

監

月、

日

所

要

最

茸

三
大

O
噸

就

役

目

勤

十

日

閏

定

費

利
子
(
措
船
費
一
噸
一

。
岡

船
舶
元
償
ニ
四

O
、0
0
0聞
に
謝
し
日
歩
参
銭

E
E
)
:

周

・
一
一
.
五
二

O

一、
0
0
0

船
倒
錯
却
費
(
年
宣
万
)

一
ヶ
月
同
定
資
:

:=一、王ニ
O

問

ニニハ九
λ

二
十
三
日
間
白
固
定
費
・
.

総

替

費



修士

続

費

定
期
検
士
毎
年
一
回
に
嬰
す
る
蜂
緯
費

五
.
0
0
0岡・・

特
別
検
査
四
年
一
回
に
現
ず
る
悟
縛
費
一
五
、

0
0
0回

船
舶
保
険
料
(
年
四
国
)

船

給

キ守

員

船

食

料

貝

諸

消

耗

品

費

:

船

内

雑

費

陸

上

経

費

割

笛

:

一
ヶ
月
粗
野
費
・

二
十
三
日
間
白
一
糧
管
費
・
.

航

選

費

燃
決
(
町
一
六
闘
)

船

常
水

先

案

内

科

貝

手

惇

繋

辛F

積
卸
人
足
賃
・
・

積
荷
材
料
世
(
結
、
木
板
、
木
桂
、
綱
等
)
:

積
荷
出
倒
工
作
貨
・
.

船

蛤

検

査

費

:

論

議

開
運
に
於
吋
る
競
撃
の
運
賃
に
及
ぼ
す
影
響

第
二
十
磐

四

ヒ一
山，、
アミ
:il. 

二、
0
0
0

λ
王
O

λ
七
O

=一0
0

官官

O
Q

:
五
.. 
丸
一
九

-
豆
、
七
六

O

ニ
三
O

=一0
0

大

O
O

一
、
一
二

O
三七
o li 

(
第
一
蹴
ニ
ニ
三
)

問
、
五
三
人

λ 

= 一



論

議

海
運
に
於
け
る
競
争
心
運
賃
に
及
ぼ
す
影
翠

第
二
十
巻

(
第
一
瞬
ニ
ニ
四
)

凹

電

報

料

五

検

疫

現

五

雑

費

O 

1~ 

理

陪

E 

西
茸
門
司
航
延
金

生
産
費
合
計
・
.

-
八

J
一二

λ

λ
、
ニ
ニ
λ

一E
.
四
六
四

右
の
仮
設
的
計
算
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
西
貢
門
司
聞
の
米
教
逗
迭
に
於
て
は
、
生
産
費
一
F
登
高
五
千
四
百
六
拾

四
国
を
要
す
る
。
併
し
之
は
、

そ
の
船
舶
が
西
買
の
港
に
在
る
も
の
三
し

τの
計
算
で
あ
る
。
若
し
そ
の
船
舶
が

紳
戸
に
在
る
も
の
な
ら
ば
、
此
蓮
迭
を
す
る
に
つ
い
て
神
戸
か
ら
西
貢
ま
で
十
六
日
の
空
紡
航
海
に
要
す
る
費
用

も
生
産
費
仁
見
積
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
か
く
の
如
き
航
海
は
、
西
貢
又
は
そ
の
附
託
に
在
っ
て
よ
り
好
都
合
な

僚
件
に
ゐ
る
船
舶
ご
の
競
争
上
甚
打
不
利
盆
で
あ
る
か
ら
、
往
航
仁
於
て
も
何
等
か
の
積
荷
を
求
め
る
必
要
が
ゐ

る
o

即
ち
往
航
の
積
荷
さ
復
航
の
米
穀
=
に
、
会
一
航
海
の
費
用
を
分
権
せ
し
め
て
、

こ
の
航
海
を
有
利
な
も
の
ご

せ
ん
ご
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
匁
め
に
通
常
不
定
期
般
は
、
三
角
航
海
又
は
姐
周
航
海
を
す
る
ニ
古
に
な
る

の
で
あ
る
o

例
へ
ば
此
場
合
な
ら
ば
、
紳
戸
が
ら
三
池
ま
で
宗
一
般
に
て
航
海
し
、
三
池
か
ら
上
海
ま
で
石
炭
を
蓮

詮
し
、
一
見
仁
大
連
ま
で
き
船
で
引
返
し
て
豆
粕
を
積
み
、

之
を
基
臨
阻
ま
で
運
送
し
、
基
隆
か
ら
は
又
石
炭
を
積
ん

で
香
港
に
到
h
、
を
こ
か
ら
、
忠
一
般
で
西
貢
に
到
っ
て
葱
で
初
め
て
米
穀
を
積
ん
で
門
司
へ
蹄
る
ご
云
ふ
様
な
航



海
を
す
る
の
で
あ
る
o
併
し
今
は
問
題
を
簡
単
に
す
る
が
た
め
に
、
海
運
界
不
況
の
柏
崎
め
、
神
戸
に
荷
待
も
中
の

こ
の
紬
舶
が
積
載
の
機
曾
を
有
つ
積
荷
は
右
の
西
貢
門
司
閲
の
米
穀
だ
け
し
か
な
い
も
の
さ
す
る
。
ぞ
う
す
る

吉
、
右
の
生
産
費
計
算
に
真
に
・
紳
戸
か
ら
各
般
に
て
西
支
へ
至
る
十
六
日
的
航
海
日
数
ご
燃
炭
の
積
込
及
び
荷

待
日
敷
八
日
、
合
計
二
十
四
日
間
の
固
定
費
及
び
経
雄
官
費
、
そ
れ
仁
少
〈
芭
も
十
六
日
間
の
燃
料
費
芭
若
干
の
航

運
費
ご
を
加
算
L
な
け
れ
ば
な
ら
ぞ
』
ご
に
な
る
。
計
算
の
経
過
を
省
略
し
て
、
そ
の
費
用
だ
け
を
述
べ
る
吉
、

そ
れ
は
萱
高
四
千
官
三
拾
六
国
吉
な
る
o
前
の
計
算
の
受
市
内
五
千
四
百
六
拾
四
固
に
之
hr-
加
算
し
党
る
式
高
九
千

六
百
回
が
、
此
場
合
の
生
産
費
総
額
で
あ
る
。

放
に
こ
の
般
舶
を
使
用
す
る
海
運
業
者
は
、
商
質
問
司
聞
の
米
制
棋
の
輸
送
に
於

τ、
運
賃
牧
人
ご
し
て
式
高
九

千
六
百
園
以
上
を
牧
得
し
得
る
り
で
な
け
れ
ば
、

-
』
の
蓮
迭
を
行
っ
て
も
、
何
等
の
利
盆
が
な
い
露
で
あ
る
。
郎

も
此
場
合
二
高
七
千
擦
の
米
穀
を
積
込
U
も
の
ご
す
れ
ば
、

る
に
海
運
昇
一
般
の
景
気
が
沈
滞
し
て
競
争
が
激
し
〈
、
西
貢
門
司
聞
の
米
穀
運
賃
が
士
官
固
拾
銭
以
下
で
あ
る
な

一
擦
の
運
賃
が
士
官
岡
拾
銭
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
c

然

ら
ば
、
右
の
般
船
は
こ
の
運
迭
を
な
す
も
、
結
局
損
失
を
す
る
だ
り
の
こ
さ
で
あ
る
o

若
し
も
、
海
運
事
業
な
る

も
の
が
、
そ
の
事
業
を
中
止
す
る
も
何
等
の
損
失
な
き
も
の
で
あ
っ
て
、
何
時
に
で
も
自
由
に
競
守
閲
係
よ
h
脱

返
し
得
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
此
場
合
、
海
運
業
者
は
右
の
舶
舶
の
就
航
を
中
止

L
τ
之
を
繋
留
す
る
こ
こ
古

な
る
で
あ
ら
う
。

論

描
還
に
於
け
る
競
争
の
運
賃
に
及
ぼ
す
影
響

五

(
第
一
統
ニ
ニ
宜
)

議

第
二
十
巻

固定星空有千五百拾五回、纏替変九千武百七拾多国、航運費査高岡千λ首拾試問。1) 



論

論

時
運
に
於
け
る
競
争
の
運
賃
に
及
ぼ
す
影
響

第
二
十
巻

(
第
一
一
世
ニ
ニ
六
)

プぐ

一一
繋

舶

黒白

併
し
乍
ら
、
海
運
業
者
が
競
争
闘
係
よ

h
脱
退
し
、
所
有
舶
を
繋
留
す
る
に
つ
い
て
は
、
前
に
も
一
言
し
た
る

が
如
〈
、
般
舶
に
投
下
さ
れ
た
る
固
定
資
本
に
閲
す
る
損
失
、
卸
も
回
定
設
の
損
失
正
、
般
加
維
持
の
潟
め
の
積

極
的
費
用
的
損
失
ご
を
負
捻
せ
む
ば
な
ら
泊
。
今
前
述
的
舶
舶
が
繋
船
す
る
Z
し
て
、

号
の
一
ヶ
月
の
損
失
を
推

算
す
れ
ば
、
凡
そ
次
の
如
〈
で
ゐ
る
。

重
量
噸
欽
二

0
0
0噸
貨
物
船
一
ヶ
月
紫
紬
費

回

{ 

月日L

費

間

二
、
五
二

C

一、

0
0
0

利

子

船

慣

鮒

却

費

総

費修
繕
費
(
前
掲
金
額
の
凡
そ
λ
割
と
俄
定
す
)

保
険
料
(
年
一
工
一
宜
ガ
)
:

船

員

給

料

・

船

員

食

料

:

誇

消

耗

品

質

:

船

内

雑

陸

上

轄

合 替

費

五
八
四

ニ置。
二
八

C

一二

C
一0
0

五
O

二
四
六

.. 
五
、
一
五

C

計費



四
.
E
穴

的
も
右
の
般
舶
を
鰐
留
す
る
ご
せ
ば
、

一
ヶ
月
に
五
千
百
五
拾
国

ω割
に
て
損
を
す
る
こ
ど
、
な
る
。
司
令
れ

は
・
固
定
資
本
武
拾
四
高
固
に
劃
し
て
年
二
割
五
歩
七
周
五
毛
の
損
失
に
嘗
b
、
此
割
合
に
て
損
失
を
継
続
す
る

も
の
ご
す
れ
ば
、

四
十
六
ヶ
月
俄
h
に
て
、
固
定
資
本
金
額
を
喪
失
し
た
の
ご
同
一
の
結
岡
市
古
な
る
。

運
賃
が
生
産
費
を
償
は
な
い
炉
ら
Z
一
ー
っ
て
、
般
主
が
蓮
迭
を
中
止
し
繋
舶
を
行
へ
ば
右
の
如
き
損
失
が
附
随

す
る
。
故
に
秘
主
の
立
場
よ
り
云
へ
ば
、
縦
ひ
運
賃
が
生
産
品
質
を
償
は
な
〈
ご
も
、
之
に
よ
っ
て
受
(
る
損
失
が
、

繋
舶
の
場
合
の
損
失
よ
り
も
、
多
少
た
り
ご
も
少
量
聞
は
、
寧
ろ
蓮
廷
に
従
事
す
る
方
が
得
で
あ
る
。
然
ら
ば
前
述

の
般
船
に
於
て
運
賃
枚
入
が
幾
許
ご
な
h
た
る
時
仁
、
運
迭
に
よ
る
損
失
ご
繋
舶
の
損
失
t
が
同
額
ご
な
る
か
o

今、
の
場
合
の
経
府
営
費
を
-
M
Z
L
、
運
賃
枚
入
e
f
E
ご
す
れ
ば
、
生
産
費
総
額
は

一
定
期
間
に
於
り
る
固
定
費
を

f
z
L、
運
送
の
場
合
一
の
経
営
費
を
問
ご
し
、
航
蓮
費
を
n
ご
し
、
繋
般

(
¥
+
S
+
芯
)
を
以

τ表
示
す
る
こ

子
ぜ
得
、
蓮
件
誌
の
損
失
は
(
¥
+
喜
+
お
)
l
h
を
以
て
表
示
す
る
こ
Z
を
得
、
繋
艇
の
損
失
は

(
¥
十
草
、
)
を
以
て

表
示
す
る
司
』
Z
が
出
来
る
か
ら
、

(
字
詰
十
潟
)
l
h
H
H
(平
語
、
)

h
H
(器
l
ミ
)
+
ミ

は
、
般
主
が
そ
の
船
舶
の
運
迭
航
海
を
総
領
す
る
か
、
又
は
之
を
中
止
し
て
繋
留
す
る
か
、

の
分
界
線
に
あ
る
所

論

最

栴
揮
に
於
け
る
競
争
時
運
賃
に
及
ぼ
す
影
響

鋲
ニ
イ
各

(
第
一
蹴

ーヒ
) 

t 



論

叢

海
運
に
於
け
る
競
争
の
運
賃
に
且
ぽ
す
影
響

第
二
十
巻

(
第
一
耕
一
一
二
凡
)

-
j、

の
蓮
賃
牧
入
を
表
は
す
も
の
で
あ
る
。
剖
も
之
れ
以
上
の
般
入
を
塞
げ
得
る
な
ら
ば
、
船
主
は
航
海
を
継
綴
す
る

で
ゐ
ら
う
し
、
之
れ
以
下
に
運
賃
枚
入
が
下
る
な
ら
ば
、
般
主
は
採
算
上
に
於
て
は
嘗
然
賎
舶
を
行
ふ
べ
き
筈
の

も
の
で
あ
る
。
故
仁
、
私
は
、
牧
入
が
E
に
均
し
き
場
合
仁
は
、
そ
れ
は
繋
舶
黙
に
あ
る
芭
一
宮
ふ
o

前
に
掲
げ
た
る
計
算
を
此
式
に
蛍
て
扱
め
て
E
を
算
出
し
て
見
る
吉
、
こ
の
蓮
廷
は
生
産
費
計
算
に
て
四
十
七

日
を
要
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

h
H
(
ミ
ミ
l
L
W
Mミ
)
十
句
、
H
U

郎
も
或
広
島
R

千
五
百
参
拾
雪
国
ご
な
る
。
郎
も
一
一

高
七
千
鎗
の
米
穀
を
運
送
す
る
も
の
古
す
れ
ば
、

一
捲
の
運
賃
が
七
拾
九
銭
強
の
ご
き
に
繋
船
鮎
に
達
す
る
。
結

五
は
蓮
貨
が
此
額
以
上
な
ら
ば
、
蓮
迭
を
な
す
方
が
相
封
的
に
得
ご
な
h
、
此
額
よ
り
以
下
な
ら
ば
、
繋
船
す
る
方

が
得
で
あ
る
。
故
に
生
産
費
は
号
困
扮
銭
を
要
す
る
に
拘
は
ら
?
、
此
船
舶
は
西
貢
門
司
選
り
米
穀

ω市
場
運
賃

が
七
拾
九
銭
強
に
下
落
す
る
ま
で
は
、
依
然
こ
の
海
運
市
場
の
競
守
に
参
加
す
る
こ

Z
、
な
る
。
故
に
之
を
一
般

的
に
言
へ
ば
、
船
舶
は
市
場
運
賃
が
繋
般
黙
に
達
す
る
ま
で
は
競
守
場
裡
に
活
動
す
る
こ
ご
、
な
る
の
で
あ
る
o

山
隊
蓮
事
業
に
於
て
は
、
運
賃
が
縦
ぴ
生
産
費
を
償
は
な
い
場
合
で
も
、
ぞ
れ
が
繋
般
職
に
蓬
せ
、
さ
る
ま
で
は
、

船
主
の
計
算
よ
b
見
て
、
蓮
惑
を
中
止
せ
ざ
る
方
が
、
車
T

ろ
得
で
ゐ
る
か
ら
、
運
賃
が
繋
舶
結
以
上
に
あ
る
限

り
、
競
争
は
緩
和
せ
ら
る
、
こ
ご
は
な
い
。
然
ら
ば
、

か
、
る
競
府
中

ω下
に
於
て
・
運
賃
は
如
何
な
る
所
に
落
ち

付
く
か
。
之
に
就
い

τは
、
繋
舶
黙
な
る
も
の
に
就
い
て
一
見
に
二
一
一
一
の
説
明
を
附
り
加
へ
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら

fl 
0 



繋
般
結
な
る
も
の
は
、
右
に
述
よ
る
が
如
〈
、

同
日
(
喜
l
達
、
)
+
ぉ

を
以
て
表
示
し
得
る
も
の
で
あ
る
が
、
之
は
各
船
舶
に
つ
い
て
一
々
異
る
も
の
で
あ
る
σ

即
も
此
式
に
於
て
見
は

れ
て
居
る
が
様
に
、
繋
船
鮎
は
、
蓮
法

ω
場
令
の
経
営
費
削
ご
、
航
蓮
費

n
ご
に
正
比
例
し
、
繋
舶
の
場
合

ω経

修
費
J
M

に
反
比
例
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
J
m

を
以

τ表
示
せ
ら
る
、
所
の
繋
船
中
に
於
け
る
諸
費
用
は
、
般

舶
及
び
機
闘
の
致
率
ご
何
等
の
関
係
争
」
有
つ
も
の
で
は
な
い
が
、
運
送

ω場
合
の
経
営
費
及
び
航
建
費
を
表
示
す

る
m
及
び

n
に
合
ま
る
、
も
の
、
中
で
、
舶
員
に
閲
す
る
費
用
、
燃
料
に
閲
す
る
費
用
、
貨
物
の
積
込
陸
揚
げ
に

闘
す
右
費
用
の
如
き
は
、
般
舶
及
び
機
闘
の
致
率
正
大
な
る
関
係
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
何
さ
な
れ
ば
、
放
率
の
高

き
船
舶
は
所
要
般
員
数
も
比
較
的
少
〈
、
貨
物
の
積
込
陸
揚
げ
、
叉
は
燃
料
の
欣
容
に
要
す
る
手
数
も
少
〈
、
叉

効
率
の
商
事
機
関
は
、
岡
一
の
馬
力
を

rす
に
も
比
較
的
少
量
の
燃
料
に
て
こ
さ
足
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
船
舶

叉
は
機
闘
の
数
率
高
き
も
の
は
、
然
ら
F
る
も
の
よ
り
も
、

間
及
び

n
の
値
は
小
さ
〈
、
従
っ
て
勢
務
生
産
費
も

襲
般
鮎
も
英
に
低
い
も
の
で
あ
る
。

か
(
の
如
(
、
緊
舶
齢
制
な
る
も
の
は
、
各
般
舶
毎
に
異
る
も
の
で
あ
る
が
、
之
は
、
叉
同
一
の
般
舶
に
で
も
、

ぞ
れ
が
積
込
む
機
舎
を
有
つ
斯
の
貨
物

ω分
量
に
よ
っ
て
も
異
る
も
の
で
あ
る
。
繋
船
勅
を
表
は
す
所
の
前
掲
の

式
に
於

τ、
E
は
運
賃
枚
入
を
表
は
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
一
運
賃
枚
入
な
る
も
の
は
、
積
載
貨
物
量
に
積
載
車

諭

叢

悔
患
に
於
廿
る
都
品
干
の
謹
賃
に
及
ぼ
す
影
響

第
ニ
十
巻

(
第
一
般
ニ
ニ
九
)

ブL



需省

議

海
還
に
焼
け
る
競
争
目
運
賃
に
及
ぼ
す
影
響

第
二
十
巻

(
第
一
腕
二
三

O
)

コ

O 

位
量
に
劃
す
る
蓮
賃
、
卸
も
所
謂
運
賃
率

(
E庁
丸
岡
町
民
間
存
)
を
乗
じ
た
る
積
で
あ
る
。
今
積
載
貨
物
量
b
z
f
t
L

運
賃
率
を
f

ご
す
れ
ば
、

h
H
、kι

で
あ
っ
て
、
繋
般
駄
を
表
は
す
式
は
、

号、
l
(自
l
語
、
)
+
ぉ

i

l

 件、

を
以
て
表
示
す
る
こ
ご
が
出
来
る
。
此
式
に
於
て
、
繋
舶
貼
に
於
け
る
蓮
賃
奪
三
H

、

(喜
l
謡
、
)
+
誌
に
比
例

L
、
F
郎
も
積
載
貨
物
量

ω多
寡
に
反
比
例
す
る
こ

F
g示
し
て
居
る
o

今
、
〆
ご
(
連
|
語
、
)
十
ミ
Z
の
闘
係
に

於
て
、
f
却
も
積
載
貨
物
量
が
少
(
な
れ
ば
(
喜
l
室
、
)
+
a
に
よ
b
て
表
は
さ
れ
て
居
る
も
の
、
中
で
、
貨
物
職
法

に
関
す
る
特
別
生
産
費
も
亦
少
〈
な
る
誇
で
あ
る
が
、
併
し
そ
れ
は

n
を
以
て
表
は
さ
れ
て
居
る
航
蓮
費
中
の
一

小
部
分
を
占
む
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。

間
を
以
て
表
は
さ
れ
て
居
る
蓮
誌
の
場
令
の
経
償
費
は
ず
の
・
大
き

ご
は
関
係
な
き
も
の
で
ゐ

h
、
繋
船
中
の
経
管
費

J

卸
も
勿
論
F

Z
は
関
係
な
き
も
の
で
あ
旬
、
而
し
て
問
は
常
に

，
制
よ
り
も
大
き
く
、

n
を
以
て
表
示
せ
ら
れ
て
居
る
航
蓮
設
の
中
で
も
、

ヲ
ぞ
の
最
大
部
分
を
占
ひ
る
燃
料
費
は
f

の
大
き
さ
は
始
H

と
著
し
き
閥
係
な
〈
、
水
先
案
内
料
、
港
費
、
噸
枕
の
如
き
は

f
z
は
会
〈
無
関
係
で
あ
h
、
只

積
込
陸
揚
の
人
足
賃
古
そ
の
準
備
材
料
費
だ
け
が
f
t
比
例
的
に
増
減
す
る
も
の
で
ゐ
る
。
之
を
前
掲

ω商
貰
門

司
聞
の
米
穀
蓮
迭
の
場
合
に
つ
い
て
遁
ぶ
れ
ば
f

の
大
吉
郎
も
積
荷
た
る
米
穀
の
分
量
の
大
き
に
比
例
し
て
増
減

す
る
特
別
生
産
費
は
、
積
卸
人
足
賃
、
積
荷
材
料
費
、
積
荷
準
備
工
作
賞
等
で
ゐ
っ
て
、
そ
の
金
額
奪
千
七
百
九



拾
五
圃
は
(
喜
ー
ミ
)
+
T
H
(司、
u
q
l
q
h
b
十
H
主
目
印
も
式
首
里
見
千
五
百
拳
拾
奪
回
に
比
ぺ
て
は
僅
か
な
る
部

品
川
で
あ
る
。
こ
の
職
法
貨
物
に
閲
す
る
特
別
生
走
費
な
る
も
の
は
、
航
路
特
に
積
込
陸
揚
げ
地
の
如
何
に
よ
っ
て

異・
9
、
貨
物
の
純
類
に
よ
っ
て
も
異
る
も
の
で
、
米
毅

ω如
き
は
比
較
的
此
輔
の
費
用
を
多
〈
要
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
併
し
そ
れ
仁
し
て
も
、
上
越
の
如
〈
(
事
l
謡
、
)
+
誌
の
会
龍
よ
，
。
見
れ
ば
甚
に
僅
少
な
部
分
で
あ
品
。
故

に
f
が
少
〈
な
れ
ピ
ば
て

(虫

l
語
、
)
十
お
が
全
館

Z
L
て
少
ぐ
な
る
割
合
は
、
甚
ピ
僅
か
で
あ

2
L、
如
何
な
る

場
合
に
於
て
も

(
S
l
室
、
)
+
ミ

z
f
Z

M

Y

正
比
例
的
に
増
減
す
る
こ
さ
は
な
い
。

か
〈
の
如
〈
f
ー
の
小
さ
〈
な
る
に
従
っ
て
(
詰
|
喜
、
)
+
誌
も
亦
幾
分
か
小
さ
〈
は
な
る
が
、
業
割
合
は
比
械
的

に
極
め
て
僅
か
で
あ
る
か
ら
、
前
掲
の

主
(
喜
l
語
、
)
+
誌

i

l

 匹、

に
於
て
、
紫
般
駄
に
於
り
る
運
賃
率
f

は、
d
b

の
小
さ
〈
な
る
に
従
っ
て
大
己
な
る
も
の
な
t

る
は
明
か
な
る
所
で

あ
あ
o
今
、
舶
舶
の
会
積
載
飽
カ
を
t
を
以
て
表
は
す
ご
す
れ
ば
、

f
が
f
さ
同
一
な
る
場
合
、
却
も

、H
「
草
川
同
一
』
H
N
r

・

そ
の
船
舶
の
繋
船
貼
は
最
も
低
く
、

f
が
t
よ
り
小
苫
(
な
る
に
従
っ
て
紫
般
結
古
な
る
運
賃
率

な
る

J

己
き
に
、

タ
は
大
き
く
な
る
も
の
で
あ
る
o

換
言
す
れ
ば
、
営
該
般
舶
が
輸
送
す
る
機
舎
を
有
つ
所
の
貨
物
の
分
量
が
、
鋤

加
の
積
載
能
力
Z
同
一
な
る
場
合
、
郎
も
船
腹
一
杯
に
積
込
み
得
る
場
合
に
、
芸
般
の
繋
般
紡
芭
な
る
蓮
貸
率
は

宮市

ま桂

指
運

ι
於
け
る
謎
争
自
誕
賃
に
及
旺
す
影
響

第
二
十
巻

(
第
一
腕
一
三
二
)
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叢

海
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争
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賃
に
及
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す
影
響

第
二
十
巻

(
第
二
世
ニ
一
ご
一
)

最
も
小
苫
〈
、
総
迭
す
る
機
舎
を
有
つ
所
の
貨
物
分
量
が
船
舶
の
積
載
能
力
よ
り
少
な
〈
な
る
に
従
っ
て
、

E

究
第

に
そ
の
繋
舶
貼
己
な
る
運
賃
率
は
大
き
〈
な
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
同
一
の
船
舶
に
て
も
、

ぞ
れ
が
轍
迭
す
る
機

曾
を
有
つ
所
の
貨
物
の
分
量
の
如
何
に
よ
っ
て
、
繋
船
冊
聞
は
低
〈
も
な
h

リ
叉
一
一
品
〈
も
な
る
も
の
で
ゐ
る
。

併
し
乍
ら
、
船
舶
は
、
連
続
せ
る
多
数

ω航
海
に
よ
b
て
牧
得
す
る
運
賃
の
全
閣
を
以

τ、
各
航
海
の
生
産
費

を
結
局
償
ム
ペ
き
方
針
〈
航
海
Z
航
海
Z
の
結
合
生
産
費
)
に
よ

h
て
経
管
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
る
九
州
ら
、
軍
じ
一

航
海
に
於
け
る
運
賃
が
繋
船
貼
以
下
で
ゐ
つ

τも
、
そ
れ
に
け
で
は
緊
留
せ
ら
る
、
も
の
で
は
な
い
o

数
次
の
航

海
に
於
て
積
載
り
機
曾
を
有
つ
所
の
貨
物
量
が
一
般
的
に
少
〈
な
り
た
る
が
匁
め
、
運
賃
が
そ
の
舶
の
繋
般
結
を

常
に
下
る
傾
向
ゐ
る
に
至
っ
て
初
め
て
繋
留
ぜ
ら
る
、
の
で
あ
る
。
放
に
、

A
1
繋
船
鮎
に
関
す
る
問
題
を
一
般
化

す
る
斜
め
に
、
船
舶
の
卒
均
積
載
量
な
る
も
の
を
求
め
る
。
帥
も
般
舶
は
必
中
し
も
訪
に
そ
の
積
載
能
力
の
椅
限

ま
で
貨
物
を
積
載
す
る
も
の
で
な
な
〈
、
又
必
す
し
も
一
常
に
足
荷
(
E
=
E
H
)
ご
同
総
な
る
積
荷
で
航
海
を
す
る
も

の
で
も
な
い
か
ら
、
正
常
扶
鵠

ω下
に
積
裁
す
る
量
り
平
均
量
な
る
も
の
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
を
T

Z
す
る
。

然
る
古
き
は
、

T
は
、
杢
積
載
能
力
を
表
は
す

t
z同
様
に
、

一
つ
の
船
舶
に
あ

h
τ
は
常
に
不
畿
の
数
値
を
有

う
も
の
で
あ
っ
て
、
紫
般
鮎
の
運
賃
率
γ
は
衣
的
式
を
以

τ表
は
す
こ
E
が
出
来
る
o

品、

l同

l(遣
l達、
)
+
ミ

i

l

l

l

 

-

U

1

・

か
〈
て
市
場
運
賃
率
が
下
落
し
て
グ
に
注
す
る
古
き
は
、
そ
の
舶
舶
は
己
仁
繋
舶
勅
仁
あ
る
も
の
ご
云
ふ
ニ
正



が
出
来
る
。

次
に
岬
揖
舶
結
ご
云
ふ
は
、
前
に
越
ぺ
た
る
が
如
仁
、
市
場
運
賃
が
生
産
費
以
下
で
あ
っ
て
、
蓮
迭
に
よ
る
損
失

ご
繋
般
に
よ
る
損
失
ご
が
同
額
で
あ
る
場
合
の
そ
の
市
場
運
賃
の
こ
ご
で
ゐ
る
。
故
仁
、
此
騎
仁
ま
で
市
場
運
賃

が
下
落
す
れ
ば
、
牧
入
芭
支
出
ご
の
採
算
約
関
係
の
み
よ
h
，
見
れ
ば
、
船
主
は
、
蛍
然
そ
の
船
舶
を
繋
留
す
べ
き

筈
で
あ
る
。
併
L
乍
色
、
賓
際

ω事
情

ω下
に
於
て
は
、
般
主
は
必
中
し
も
牧
入
支
出
の
採
算
約
関
係
の
み
を
標

準
ご
し

τを
の
相
官
業
政
策
を
定
め
得
る
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
市
場
運
賃
は
前
越
の
繋
船
貼
以
下
に
あ
る

も
、
般
ま
は
撃
般
を
断
行
す
る
も
の
己
は
限
ら
な
い
。
其
結
果
、
繋
船
貼
以
下

ω市
場
運
賃
に
於
て
も
競
写
場
裡

に
活
動
L
て
居
る
船
舶
も
あ
る
o

政
入
E
支
出
Z
の
採
算
的
関
係
の
み
を
標
準
ご
し
て
競
守
の
下
に
於
け
る
替
業
政
策
を
決
定
し
得
、
2
る
事
情

は
、
定
期
船
事
業
に
最
も
著
仁
〈
存
在
す
る
。
郎
も
定
期
般
事
業
に
あ
b
て
は
、
競
害
関
係
の
下
に
於
て
は
.
定

期
航
路
の
傍
業
を
縦
ひ
-
時
的
に
ち
中
止
す
る
こ
ご
が
出
来
な
い
も
の
で
、
若
し
定
期
船
業
者
が
競
守
を
避
け
て

定
期
航
路
よ
り
使
用
舶
を
抜
き
去
る
こ
と
あ
ら
ば
、
ぞ
れ
ピ
同
時
に
永
年
の
努
力
を
以

τ築
き
上
げ
た
る
替
業
の

地
盤
を
喪
失
し
て
、
全
然
之
を
競
守
の
相
手
方
た
る
も

ωに
委
付
す
る

4
Z
、
な
り
、
後
日
再
び
そ
の
航
路
に
管

業
を
開
始
.
せ
ん
Z
欲
す
る
も
、
そ
れ
は
以
前
に
倍
す
る
努
力
を
以
て
す
る
も
成
功
の
望
み
あ
る
や
否
や
頗
る
疑
は

諭

叢

梅
謹
に
於
け
る
競
争
の
運
賃
に
及
ぼ
す
影
響

第
二
十
巻

(
第
一
説
二
三
三
)



論

議

海
運
に
於
け
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争
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賃
に
及
ぼ
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影
響

第
二
十
巻

(
第
一
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揖
二
三
四
)

四

し
い
も
の
・
で
あ
る
。
定
期
般
業
者
が
競
守
閥
係
の
下
に
於
て
、
或
航
路

ω管
業
を
休
止
す
れ
ば
、
そ
れ
は
休
止
に

あ
ら
十
し

τ永
久
的
の
摩
止
さ
な
る
o

之
は
、
不
定
期
締
経
答
者
が
一
時
管
業
を
休
止
す
る
も
、
景
気
の
回
復
古

共
に
再
び
容
易
に
管
業
を
開
始
し
得
る
正
、
み
」
〈
そ
の
事
情
を
異
に
す
る
所
で
ゐ
る
。
放
に
定
期
舶
業
者
は
、
軍

純
な
る
採
算
に
於
て
は
、
所
有
般
ぞ
繋
留
す
る
方
が
得
で
あ
っ
て
も
、
管
業
の
地
盤
を
擁
護
す
る
必
要
上
、
車
に

牧
支
関
係
に
於
け
る
損
得
の
み
に
拘
は
っ
て
居
ら
れ
争
、
競
争
闘
係
の
下
に
於
て
は
、

一
回
肢
の
犠
牲
を
掛
っ
て
も

航
海
を
織
綴
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
定
期
般
業
者
聞
の
競
争
に
於
て
は
、
繋
船
黙
な
る
も
の
は
殆

E
問
題
ご
は
な
ら
な
い
。

不
定
期
般
事
業
に
あ
h
τ
も
亦
、
船
主
は
市
場
運
賃
が
繋
般
鮎
以
下
な
る
場
合
に
於
て
も
、
所
有
舶
を
繋
留
せ

ゴ
』
る
ニ
ご
が
ゐ
る
o

そ
の
一
例
は
、
特
別
機
査
り
費
刷
を
避
り
ん
ご
す
る
場
合
で
ゐ
る
。
船
舶
は
一
度
紫
船
放
感

に
置
か
れ
党
る
古
き
は
、
後
再
び
航
行
の
用
に
供
せ
ん
ご
す
る
ご
き
に
、
必
宇
特
別
検
査
己
云
ふ
も
の
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
ゐ
る
か
ら
、
若
し
緊
船
後
幾
許
も
な
く
最
紙
回
復
し
、
航
行
の
用
に
供
す
る
=
き
は
、
繋
帥
順

せ
F
る
芭
き
よ
り
も
早
〈
特
別
倹
査

ω時
期
が
廻

h
来
る
こ
芝
、
な
る
o

故
に
、
特
別
検
査
が
済
ん
で
聞
も
な
き

船
舶
は
、
縦
ひ
市
場
運
賃
が
嬢
般
結
以
下
で
ゐ
つ

τも
、
勝
来
の
景
気
回
復
に
幾
許
か
の
望
み
を
残
す
限
b
、
特

別
検
査
の
矯
め
の
修
替
費
負
憶
を
遊
り
ん
が
矯
め
仁
、
依
然
就
役
せ
し
め
ら
る
。

巴
に
繋
舵
駄
に
あ
る
に
拘
は
ら
宇
、
船
主
が
紫
舶
を
行
は
古
る
第
二
の
例
は
、
船
舶
が
抵
嘗
に
供
せ
ら
れ
て
居



る
場
合
で
あ
る
。
蓋
し
、
舵
舶
の
現
花
債
格
な
る
も
の
は
、
そ
の
般
舶
に
よ

h
て
提
供
す
る
海
運
勢
務
の
生
産
費

吉
、
市
場
運
賃
ご
が
、
同
一

Z
な
b
た
る
ご
き
に
零
に
師
す
る
の
で
ゐ
っ
て
、
か
、
る
場
合
に
縦
ひ
幾
許
に
て
も
そ

の
般
舶
に
贋
格
を
認
む
る
も
の
が
ゐ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
只
時
間
来
に
於
け
る
蓮
賃
勝
賞
を
見
込
な
に
よ
る
の
で
あ

る
。
現
在
の
事
情
の

F
に
於
て
は
、
僻
醐
開
園
個
格
は
別

Z
L
て
、
生
産
財
た
る
船
舶
ご
し
て
は
、
何
等
の
聞
慣
格
を
有

つ
も
の
で
は
な

ν。
そ
は
生
亮
助
ご
し
て
常
然

ω事
例
で
あ
る
。
然
る
仁
、
市
場
運
貨
が
生
庫
費
を
下
る
の
み
な

ら
す
、
既
仁
繋
船
鈷
仁
達
し
た
る
ご
き
は
、
そ
の
船
舶
を
所
有
す
る
こ
ご
そ
れ
自
身
が
明
炉
に
損
失
を
意
味
し
て

居
る
o

卸
も
そ
の
船
舶
は

7
4
ナ
旦
の
周
回
格
よ
り
外
に
は
何
物
を
も
有
ち
得
な
い
筈
で
あ
る
。
依
に
、
債
務
者
が

抵
賞
船
舶
eT
紫
紬
す
る
な
ら
ば
、
低
骨
同
物

ω田
明
絡
が
マ
イ
ナ
ー
に
な
っ
た
こ
ご
を
表
示
す
る
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ

る
か
ら
・
債
権
者
は
培
携
保
を
要
求
す
る
は
明
か
で
あ
る
。
勿
論
、
事
情
に
明
か
る
き
債
権
者
で
ゐ
る
な
ら
ば
、

市
場
運
賃
が
生
産
費
を
下
る
ま
で
に
増
健
保
を
要
求
す
べ
き
で
あ
る
が
、
航
海
計
算
は
外
部
の
も
の
に
は
左
粍
明

か
に
分
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
船
舶
が
就
役
し
て
居
る
限
h
、
債
様
者
も
多
〈
は
不
注
意
の
健
で
居
る
。
併
し

之
が
、

一
度
繋
船
せ
ら
れ
る
己
な
る
ご
、
ぞ
の
加
舶
の
現
僚
は
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
こ
ご
が
明
h
p
t
な
る
か
ら
、
如

何
に
不
注
意
な
債
権
者
で
も
墳
携
保
を
要
求
せ
す
に
置
が
な
い
で
あ
ら
う
o

故
に
債
務
者
た
る
婚
主
の
立
場
よ
り

一
式
へ
ば
、
ご
の
増
憶
保
の
苦
痛
を
避
く
る
怨
め
に
、
無
理
の
出
来
る
だ
け
は
無
理
を
し
て
、
景
気
の
偶
然
な
る
回

復
に
望
み
を
繋
い
で
、
航
蓮

ω損
失
を
必
び
な
が
ら
不
利
盆
な
る
競
争
の
下
に
祭
業
や
綴
け
る
こ
正
、
な
る
。

官官

議

梅
迩
に
於
け
る
競
争
の
運
賃
に
及
ぼ
す
影
響

第
一
↑
巷

へ
弟
一
瞬
二
三
宜
)

= 
E 



前

叢

海
運
に
於
け
る
競
宇
の
謹
賃
に
及
ぼ
す
影
響

第
二
十
各

(
第
一
娘
二
三
六

"-r、

不
定
期
船
主
炉
繋
舶
を
避
り
て
無
理
な
る
航
蓮
を
織
続
す
る
第
三
の
例
は
、

日
々
の
融
通
資
金
に
窮
之
す
る
こ

ピ
を
兎
れ
ん
て
す
る
場
合
で
あ
る
。

一
二
一
隻
の
船
舶
を
所
有
し
て
不
定
期
船
事
業
を
管
ん
で
居
る
般
主
は
、
若
L

娯
舶
を
断
行
す
れ
ば
・
其
日
か
ら
資
金
の
蓮
怖
が
止
ま
っ
て
仕
舞
ふ
。
舶
舶
以
外
に
何
等
か
放
入
の
詮
が
あ
る
な

ら
ば
芭
も
が
〈
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
府
費
も
梯
へ
す
、
生
活
費
に
も
差
支
へ
て
来
る
o

縦
ひ
無
理
で
あ
り
、
叉

日
々
損
失
が
重
る
に
し
て
も
、
所
有
舶
を
動
か
し
て
居
れ
ば
、

ご
も
か
く
も
金

ω出
入
・
り
が
あ
っ
て
、
遺
繰
が
つ

〈
O

故
に
資
力
の
薄
弱
な
る
船
主
は
、
景
気
の
回
復
を
一
綾
の
望
正
し
て
、
繋
船
鮎
以
下
の
差
貝
で
府
営
業
を
給
総

す
る
こ
ご
が
あ
る
。

か
(
ω

如
〈
、
海
運
業
者
は
、
軍
に
航
海
に
よ
る
欣
支
計
算
に
り
を
標
準
ご
し
て
繋
舶
を
行
ふ
も
の
E
は
限
ら

な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
運
賃
が
下
落
し
っ
、
あ
る
芭
き
に
も
、
ぞ
れ
が
繁
舶
勅
に
達
し
た
正
き
は
、
そ
の
舶
舶
が

必
す
供
給
界
一
よ
h
J
離
脱
す
る
も
の
己
考
ふ
る
こ
正
は
出
来
な
い
o

併
し
乍
ら
、
定
期
舶
は
別
ご
し

τ、
不
定
期
船

に
あ
う

τは
、
右
の
如
く
無
謀
な
る
経
畿
を
な
す
も
の
は
、
特
別
的
事
情
ゐ
る
も
の
だ
り
で
必
す
し
も
一
般
的
の

事
例
で
は
な
い
。
殊
に
右
の
如
き
無
謀
な
経
俸
を
綴
り
て
行
く
中
に
、
過
賞
な
る
時
期
に
需
要
側
の
事
情
に
品
硬
化

が
起
っ
て
逗
貧
り
回
復
や
来
せ
ば
辛
で
め
る
が
、

か
、
る
晶
礎
化
が
需
要
側
に
起
ら
ぎ
る
限
h
J
、
景
気
岡
山
悼
の
希
望

は
定

L
く
な
っ
て
、
結
局
は
か
、
る
船
舶
も
供
給
界
よ
り
離
脱
す
る
の
外
は
な
い
九
放
に
蓮
貨
の
下
落
が
引
頼
き

存
在
す
る
場
合
に
は
、
不
定
期
般
事
業
に
於

τは
、
繋
船
動
以
下
の
蓮
賃
仁

τ・
活
動
す
る
船
舶
の
競
宰
カ
は
久
し



〈
綴
〈
も
の
で
は
な
〈
、

一
般
的
観
察
に
於
て
は
、
市
場
運
賃
が
繋
舶
黙
に
遣
す
る
に
従
っ
て
舶
舶
は
究
第
に
繋

般
す
る
も
の
ご
見
て
差
支
は
な
い
。

四

運

賃

の

最

伯

限

度

海
運
事
業
に
於
て
は
、
右
に
越
去
る
が
如
く
、
市
場
運
賃
が
生
産
費
を
償
は
な
〈
芭
も
、
そ
れ
が
紫
舶
貼
に
蓬

す
る
ま
で
は
、
肺
舶
は
依
然
競
争
開
係
の
裡
に
活
動
し
、
そ
れ
が
繋
船
酔
聞
に
達
す
る
に
及
ん
で
初
め
1
供
給
界
よ

-9
離
脱
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
、

か
(
の
如

t
運
賃

ω下
落
に
従
っ
て
、
・
次
第
に
繋
舶
が
行
は
る
、
も
の
ご

し
て
、
如
何
な
る
程
度
ま
で
運
賃
は
下
落
す
る
も
の
で
あ
る
か
o

前
に
提
出
し
た
る
ニ
の
問
題
を
研
究
す
る
の
機

曾
仁
私
は
今
漸
〈
到
達
し
た
の
で
あ
る
。
抱
て
運
賃
の
下
落
は
、
帆
剛
腹

ω供
給
過
剰
に
よ
っ
て
起
る
も
の
な
る
は

言
ふ
ま
で
も
な
き
こ
芭
で
あ
る
が
、
こ
の
舶
阪
の
供
給
過
剰
三
五
ふ
こ
ご
に
つ
い
て
は
一
ニ
つ
の
場
令
が
考
へ
ら
れ

る
。
第
一
の
場
合
は
、

一
定
り
蓮
賃
に
於
け
る
供
給
船
腹
が
そ
の
運
賃
に
於
げ
る
需
要
般
腹
に
超
過
す
る
場
合
で

あ
っ
て
、
最
も
一
般
的
意
味
に
於
け
る
供
給
過
剰
で
あ
る
。
第
二
の
場
合
は
供
給
般
腹
の
総
て
が
海
運
労
務
生
産

費
以
上
の
運
賃
を
要
求
す
る
ご
せ
ば
、
そ
の
需
要
に
超
過
す
る
場
令
で
あ
っ
て
、
第
三
の
場
合
は
供
給
般
川
悼
の
綿

て
が
紫
舶
結
以
上
の
運
賃
を
要
求
す
る
芭
せ
ば
、
そ
の
需
要
に
超
過
す
る
場
合
で
あ
る
心
第
二
の
場
合
Z
第
三

ω

場
合
ご
は
、
第
一
の
意
味
に
於
け
る
船
腹
供
給
超
過
り
特
殊
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
第
一
の
意
味
の
供
給
超
過
が

甚

rし
〈
な
h
て
或
科
度
に
透
せ
ば
、
第
二
山
場
〈
口
ざ
な
り
、
真
に
そ
れ
が
一
一
府
甚
に
し
〈
な
っ
て
或
科
皮
に
蓬

論

叢

蹄
謹
に
於
付
る
競
争
の
運
賃
に
及
ぼ
ナ
影
響

第
二
十
巻

(
勢
一
続
二
三
七
)

二
三
七



議

海
運
に
於
け
る
競
争
白
運
賃
に
及
ぼ
す
影
響

第
二
十
各

(
第
一
一
世
ニ
=
一
λ
)

J、

諭

せ
ば
第
三
の
場
合
芭
な
る
c

今
、
私
が
研
究
せ
ん
ご
す
る
所
は
、
競
争
の
下
に
於
げ
る
蓮
賃
下
落
の
極
限
で
あ
る

か
ら
、
以
下
仮
定
す
る
所
は
暫
〈
第
一
二
の
意
味
に
於
け
る
船
腹
の
供
給
過
剰
の
場
合
で
あ
る
o

四
日
て
般
腹
の
供
給
が
第
一
の
意
味
仁
於
て
需
要
に
超
過
す
る
こ
さ
は
、
舶
主
側
の
競
争
に
よ
り
て
市
場
運
賃
は

次
第
に
引
き
下
げ
巴
れ
、
術
供
給
が
需
要
に
超
過
す
る
な
巴
ば
、
遂
に
第
三
の
意
味
に
於
け
る
供
給
過
剰
の
紋
態
に

入
る
ご
共
に
、
繋
船
駄
の
高
き
船
舶
は
、
順
究
供
給
界
よ
り
離
脱
す
る
こ
古
、
な
り
、
か
(
て
供
給
舶
腹
が
需
要
一
船

腹
Z
均
衡
を
得
る
に
至
っ
て
、
市
場
運
賃
は
安
定
す
る
こ

Z
、
な
る
。
故
に
此
場
令
に
於
て
は
、
市
場
蓮
賃
は
、

供
給
界
に
残
留
す
る
鰍
舶
の
中
に
て
最
も
高
き
繋
船
駄
に
於
て
定
ま
る
喧
)
正
、
な
る
の
で
あ
る
。
不
定
期
般
事
業

に
於

τは
、
之
が
競
守
に
よ
っ
て
引
下
げ
ら
る
、
運
賃

ω
椅
限
で
ゐ
品
。
却
も
或
率
の
運
賃
の
下
に
於
て
、
一
つ
一

フ
の
般
舶
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
毛
の
運
賃
は
生
産
費
以
上
な
る
も
の
も
あ
り
、
ヌ
以
下
な
る
ち
の
も
あ
り
、
叉
生
産

費
以
下
な
る
も
の
に
あ
り
て
も
、
そ
の
運
賃
は
繋
舶
冊
冊
以
上
な
る
も
り
も
ゐ
旬
、
叉
以
下
な
る
も
の
も
あ
る
詩
で
あ

っ
て
、

そ
し
て
噂
』
の
最
後
の
も
り
は
・
』
の
慈
賞
に
て
航
海
す
れ
ば
、
繋
船
す
る
よ
り
も
損
失
が
大
き
い
か
ら
ぷ
、

る
運
賃
叫
下
に
あ
り
て
は
紫
舶
せ
ら
れ
る
ニ
吉
、
な
る
の
で
あ
る
が
も
そ
れ
ら
の
船
舶
が
繋
船
せ
ら
れ
て
供
給
界

よ
り
脱
退
し
た
る
後
に
於
て
も
、
山
川
そ

ω
運
賃
に
て
は
、
供
給
が
需
要
に
杭
過
す
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
般
主
側

ω

競
雫
に
よ
っ
て
運
賃
は
真
に
引
下
げ
ら
れ

τ、
阪
に
繋
船
し
た
る
般
的
繋
舶
勅
よ
り
も
以
下
に
下
り
、
か
〈
て
供

給
舶
腕
が
需
要
船
腹
ぜ
均
衡
を
得
る
所

ω限
界
じ
あ
Z
船
舶

ω繋
船
駄
じ
於
て
定
ま
る
-
】
ご
、
な
る
の
で
あ
る
o



今
こ
の
国
表
に
於
て
O
Y
線
又
は
之
に
平
行
す
る
線
の
高
さ
は
金
額
を
表
は
し
、

O
X
線
の
左
よ
り
右
へ
の
長

き
は
般
腹
(
噸
数
)
を
表
は
し
、

O
X
線
上

ω
o
e
は
或
海
運
市
場
に
現
存
す
る
般
舶
の
般
腹
量
を
表
は

L
、

o
x

す
る
海
運
労
務
の
生
産
品
質
の
系
列
(
郎
主
前
越
の
式
を
利
用

す
れ
ば

h
哨
ド
2
cの
系
列
)
生
誕
す
も
の
で
、
R

X
線
は
各
般
舶
叫
繋
般
鮎
に
於
り
る
運
賃
(
郎
も
前
述

ω
、H

(遣

l
塁
、
)
十
ミ

1
1
|刈
ー
ー
ー
に
於
け
る
f

)

の
系
列
を
表
は
す
も
の
ご
す

る
。
(
故
に
C
C
線
Z
R
X
線
ご
の
距
離
は
陥
没
汁
川
ー
し
げ
巳
片

H
h円
郎
も
各
般
理
均
積
載
量
の

吋

M
1

車
位
に
劃
す
る
繋
船
費
を
表
す
)
。
然
る
ど
き
は
、
若
L
海
運
業
者
が
生
産
費
以
下

ω運
賃
に
て
は
運
迭
を
引
受
り

D' 

D 

Y 

論

叢

指
揮
に
於
け
る
藤
守
の
運
賃
に
及
ぼ
す
影
響

線
ご
卒
行
し
て
そ
れ
よ
り
も
上
に
ゐ
る
線
の
左
端
よ
h
の
長

X 

さ
は
一
定
の
運
賃
に
於
て
供
給
き
れ
又
は
需
要
き
る
、
般
腹

e 

の
量
を
表
は
す
も
の
芭
す
る
。
而
し
て
D
，υ線
は
一
定
り
時

に
於
り
る
需
要
側
の
事
情
を
表
は
す
所
の
所
謂
需
要
曲
線
で

あ
っ
て
、
此
嗣
表
に
於
て
は
、
各
科
皮
の
蓮
賃
に
於

τ需
要

古
る
、
般
腹
量
的
系
列
を
表
は
す
も
の
で
あ
b
、
c
c線
は
、

低
遁
oχ
占
の
上
に
並
よ
所
の
各
船
舶

ω
一
車
紋
蓮
迭
量
仁
一
樹

o 

第
二
十
巻

(
第
一
一
概
ニ
三
丸
)

z 

プL



論

叢

海
運
に
札
即
け
る
競
晴
子
の
運
賃
に
及
隠
す
影
響

第
二
十
巻

(
第
一
瞬
ニ
四
O
)

四
O 

な
い
の
で
ゐ
る
な
ら
ば
、

o
b
rげ
の
航
腹
が
活
動
す
る
こ
吉
、
な
り
、
運
賃
は

P
(
F
P
)
に
於

τ定
ま
る
べ
き
筈

で
あ
る
け
れ
ど
も
、
前
越
の
如
く
海
運
業
者
は
、
生
産
費
以
下
で
あ
っ
て
も
繋
船
勅
に
達
す
る
主
で
の
運
賃
な

ら
ば
、
運
迭
を
引
受
〈
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

o
c
の
般
腹
が
就
役
す
る
ニ
古
、
な
b
、
運
賃
は

P
に
於
て
決
定

せ
A
V
し

τ
r
(「
)
に
於

τ
決
定
す
る
こ
E
、
な
る
o

故
に
此
場
合
に
於
て
供
給
線
は
C
C
線
で
は
な
ぐ
で

R
X

線
で
あ
り
、
且
っ
そ
れ
は
紫
肺
結
の
系
列
を
表
は
す
Z
共
に
、
一
海
運
業
者
等
が
(
舵
腹

ω量
に
於
て
現
は
れ
セ
る
)

海
運
拙
労
務
の
提
供
を
肯
十
る
一
定
の
代
償

ω系
列
を
も
表
は
す
も
の
で
あ
る
。

市
場
運
賃
は
、
右
に
通
ぶ
る
が
如
〈
、
船
腹
供
給
の
過
剰
が
甚
げ
い
し
き
場
合
に
は
、
著
し
き
下
落
を
な
し
、
遂

に
供
給
界
に
残
留
す
る
般
肢
の
限
界
に
あ
る
般
舶

ω繋
船
貼
‘
即
も
前
掲
樹
表
の

r
黙
に
於
て
定
ま
る
も
の
で
あ

る
。
故
に
、
前
掲
闘
表
を
利
用
し
て
説
明
す
れ
ば
、
此
場
合
に
は
現
存
般
腹
O
e
の
中
で
c
e
r
け
は
繋
般
せ
ら

れ
て
現
賞
供
給
?
の
宮
山
-
自
宅
ぞ
)
の
範
圏
外
に
離
脱
す
る
こ
吉
、
な
h
、

o
c
の
船
腹
が
就
役
す
る
の
で
あ
る

が
、
其
中
で
も
海
運
券
務
生
産
品
質
以
上
の
運
賃
に
て
就
役
す
る
も
の
.
郎
ち
岨
官
業
利
盆
を
得
る
も
の
は
O
a
だ
け

で
あ
っ
て
、

a
c
は
生
産
費
以
下
の
蓮
賃
、
即
も
損
失
を
負
躍
し
な
が
ら
就
役
し
て
居
る
の
で
あ
る
o

而
し
て
、

若
し
も
現
存
の
般
腹
が
O
e
で
は
な
〈

τ
o
b
で
あ
る
な
ら
ば
、
市
場
運
賃
は
、
供
給
限
界
に
あ
る
般
舶
の
海
運

勢
務
生
産
費
た
る
P
貼
仁
於
て
定
ま
h
、

a
b
の
般
腹
は
就
れ
も
生
産
費
以
下
に
於

τ就
役
す
る
の
必
要
な
〈
、

供
給
極
限
に
あ
る
般
舶
を
除
い
て
は
却
っ
て
相
営
の
叫
営
業
利
袋
を
牧
む
る
こ
ご
が
出
来
、

o
a
の
般
腹
は
一
府
大



な
る
利
盆
ef
牧
む
る
こ
さ
が
出
来
る
日
、
き
筈
で
あ
る
の
だ
が
、
此
外
に
b
c
及
ぴ

c
e
の
舶
腹
が
あ
る
が
縛
め

に、

b
c
の
競
争
に
影
響
せ
ら
れ
て
運
賃
が

r
賦
に
於
て
定
ま
る
結
果
、

b

c
を
し
て
繋
般
守
免
れ

L
む
昌
己
共

に
a
b
は
損
失
に
於
て
航
海
す
る
こ
ご
、
な
り
、

o

a
は
そ
の
利
盆
が
減
少
せ
ら
る
、
こ
吉
、
な
っ
て
居
る
の
で

あ
る
O
(

併
し
、
b

c
又
は

c
e
の
雌
腹
の
側
よ

h
云
へ
ば
、
者
し
o
a
又
は
O
b
だ
け
の
般
腹
が
存
在
せ

F
れ
ば
、

C
C
線
も
R
X
線
も

a
の
上
に
あ
る
重
流
線
又
は
b
の
上
に
あ
る
垂
直
線
よ
り
左
は
消
滅
し
、

o

a
叉
は
O
b
r

け
左
へ
主
(
僚
の
形
に
於
て
移
行
す
る
こ
ご
、
な
り
、
運
賃
は
D
U
線
上
の

P
賠
よ
h
も
高
き
所
に
於
て
定
ま
h
、

ぞ
れ
ら
の
締
腹
の
或
も
の
は
利
盆
を
得
て
航
海
す
る
こ
ご
が
出
来
、
或
も
の
は
繋
般
を
免
れ
て
只
若
干
の
損
失
に

於
て
航
海
す
る
こ
ご
が
出
来
る
筈
で
あ
る
が
・
之
は
嘗
面
の
問
題
外
で
ゐ
る
か
ら
、

A
ー
は
そ
の
貼
に
嫡
れ
な
い
)
。

五

供
給
側
の
事
情
に
よ
る
運
賃
回
復
力
の
弛
緩

か
〈
て
前
越
の
事
情
の
下
に
於
て
は
、
市
場
運
賃
は

r
結
に
於
て
定
ま
る
。
而
し
て
需
要
側
の
事
情
に
縫
化
が

起
ら

F
る
限
ち
は
、
ぞ
れ
は

r
結
を
上
る
こ
ご
は
な
い
。
故
に
、

a
c
の
間
に
あ
る
般
腹
は
、
こ
の
事
情
の
存
緩

す
る
聞
は
、
資
力
の
許
す
限
h
，
、
損
失
の
下
に
航
海
を
織
緩
す
る
こ
吉
、
な
る
o
勿
論
、

か
、
る
事
情
の
久
し
(

存
緩
す
る
こ

Z
が
初
め
よ
り
明
か
で
あ
る
な
ら
ば
、
何
人
吉
雄
も
一
日
も
早
〈
且
官
業
を
廃
止
し
て
、
損
失
の
縛
め

に
資
力
の
消
策
す
る
を
遊
く
る
こ
さ
、
な
る
り
で
あ
る
が
、
未
来
の
餐
化
は
何
人
に
さ
つ
で
も
、
測
り
知
る
を
得

論

讃

海
運
に
於
け
る
競
争
の
運
賃
に
及
ぼ
す
影
響

第
一
十
巻

(
晶
一
銃
三
国
一
)

回



諭

叢

海
運
に
於
け
る
競
争
の
運
賃
に
及
ぼ
ナ
影
響

第
二
十
巻

(
第
一
統
ニ
凹
二
)

四

Z
る
所
で
あ
る
か
ら
、
現
在
に
於
工
は
縦
ひ
景
気
回
復
の
何
等
の
徴
候
は
な
〈
ご
も
、
時
前
来
そ
の
徴
候
が
現
は
れ

而
し
て
又
現
貨
に
景
気
回
復
の
来
ら
ん
-
』
イ
」
に
希
望
h
T
繋
ヤ
で
、

か
、
品
不
利
な
る
岬
営
業
を
総
繭
す
る
こ
吉
、
な

る
の
で
ゐ
る
。
加
之
、
海
窪
田
仲
に
は
、
屡
2
甚
ピ
し
き
不
況
時
代
の
筏
に
甚
だ
し
き
好
景
気
の
時
代
の
来
り
た
る

記
障
を
存
し
、
叉
は
戦
争
の
如
、
百
突
肱
宜
的
事
件
に
よ
り
て
沈
滞
扶
態
が
急
激
に
活
況
扶
態
に
入
。
允
る
事
例
も
ゐ

っ
τ、
か
、
る
場
合
に
は
、
不
況
時
代
に
山
積
し
た
る
損
失
も
、
幾
許
も
な
ぐ
填
補
せ
ら
れ
て
而
も
倫

E
額
の
利

袋
eg
制
刑
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

か
、
る
経
験
は
一
一
層
海
運
業
者
を
し
て
資
力

ω許
寸
限
h
、
損
失
の
下
に
於

τも

航
海
を
総
額
せ

L
む
る
こ
亡
、
な
る
の
で
あ
る
。
而
L
て
か
〈
の
如
一
君
事
情
の
下
に
彼
等
が
競
守
を
椴
繍
す
る
問

は
、
需
要
側

ω事
情
に
稜
化
が
生
山
T
F
る
限
り
、
運
賃
は
生
産
費
吉
一
致
す
る
士
で
の
回
復
を
見
る
こ
ご
は
な
い
。

供
給
昇
よ
り
隊
腕
し
て
繋
船
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る

叉
、
運
賃
が

r
鮎
に
ゐ
る
聞
は
、

c
e
の
舶
腹
は
、

が
、
併
し
其
以
後
に
於
け
る
蓮
貨
の
援
勤
に
劃
し
て
、
こ
の
繋
船
せ
ら
れ
た
船
腹
は
全
然
闘
係
の
な
い
も
の
で
は

な
い
o

そ
れ
ら
の
般
腹
は
繋
般
せ
ら
れ
て
居
る
聞
は
勿
論
現
賓
の
供
給
で
は
な
い
が
、
併
し
そ
れ
ら
が
繋
般
せ
ら

れ
て
居
る
ご
云
ふ
の
は
会
〈
蓮
賃
ご
の
関
係
の
銭
め
で
あ
っ
て
、
舶
舶
Z
し
て
は
依
然
存
在
し
て
居
る
の
で
あ
る

か
ら
、
海
蓮
市
場
に
封
し
て
は
、
潜
在
的
供
給
た
る
地
位
に
あ
る
。
若

L
市
場
運
賃
が

r
よ
h
も
高
〈
な
れ
ば
、

そ
の
高
さ
仁
臆
じ
て
此
等
の
船
腹
の
中
に
、
繋
般
の
損
失
よ
り
も
そ
の
運
賃
で
就
役
す
る
方
が
相
罰
的
戸
得
Z
な

る
般
舶
が
出
家

τ、
そ
れ
が
現
賓
の
供
給
界
に
復
蹄
じ
て
来
る
。
そ

L
て
運
賃
の
回
伎
を
抑
へ
る
作
用
を
な
す
。



今
、
前
惑
の
場
合
に
於
て
、
需
要
側
の
事
情
に
は
何
等
の
盤
化
が
生
壱
歩
、

そ
の
催
の
紋
態
に
於
て
継
続
す
る

も
の

t
す
れ
ば
、

a
c
の
舶
腹
は
時
の
経
過
す
る
に
従
っ
て
そ
の
損
失
が
重
な
る
こ
正
、
な
b
、
殊
仁

c
駄
に
近

き
船
舶
は
是
の
航
海
損
失
が
大
き
い
か
ら
、

か
〈
重
な
bJ
古
都
る
損
失
の
額
は
時
の
経
過
ご
共
に

E
大
に
上
る
一
』
正

、
な
る
o

叉
c
e
の
船
腹
は
繋
舶
の
問
、
毎
日
又
は
毎
月
一
定
額
の
損
失
を
椴
綴
し
て
居
る
謬
で
あ
っ
て
、
之
も

時
の
経
過
に
従
っ
て
そ
の
損
失
は
重
な
り
次
第
に
豆
大
の
額
に
上
る
。
故
に

a
c

・c
e
の
中
に
あ
る
船
舶
の
所

来有
、岩

或の
は中
事に
業は
の、

破逐
滅に
をそ
来の

す資
b カ
の州

自で
来る
る よ口

o t貝

霊会
~i 負
減捻

"'"こち耐
皐月¥

泊中
は L
、て

喜一
績は
崎市首
に舶
てを
底解
分館
せす
らる
るも
、の
こも
ご出

も
あ
ら
う
し
、
又
は
婚
家
の
景
気
回
復
の
見
込
を
有
つ
買
手
に
甚
江
見
明
白
一
れ
押
印
る
代
償
仁
て
般
舶
ご
し
て
責
却

せ
ら
る
、
こ
ご
も
あ
ら
う
o

併
し
需
要
側
の
事
情
に

L
て
愛
化
を
来
さ
い
V

る
限
h
J
、
か
、
る
舶
舶
の
買
手
は
、
責

手
に
代
つ

τ損
失
の
負
携
者
ざ
な
っ
た
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
品
等
の
般
舶
も
早
晩
解
慢
の
運
命
に
逢

着
す
る
も
の
で
あ
る
よ
巳
に
繋
般
鮎
に
あ
る
舶
舶
は
、
需
要
側
の
事
情
に
し
て
援
化
せ
ぎ
る
限
h
J
、
加
舶
ご
し
て

は
只
そ
の
形
骸
を
留
む
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
、
生
産
財
ご
し
て
は
経
済
上
7

イ
ナ
λ

の
痕
格
を
有
つ
に
止
ま
る

も
の
で
ゐ
る
は
、
前
に
遮
ぺ
た
る
所
で
あ
る
)
。
か
〈
て
、
損
失
の
下
に
航
海
を
絵
絹
す
る
船
舶
井
ぴ
に
繋
船
せ
ら

れ
た
る
般
加
は
、
需
要
側

ω事
情
に
し
て
務
化
せ

F
る
限
り
は
、
早
晩
解
鶴
せ
ら
る
、
こ
吉
、
な
っ

τ、
蕊
に
初

め
て
現
賓
の
供
給
に
も
潜
在
的
供
給
に
も
減
縮
を
来
す
こ
吉
、
な
与
、
供
給
側
の
事
情
に
よ
り
、
運
賃
の
漸
騰
を

請

叢

梅
語
に
於
け
る
競
苧
の
運
賃
に
及
ぼ
す
影
響

第
ニ
十
巻

(
第
一
瞬
ニ
凹
一
ニ
)

E日



論

叢

海
運
に
於
け
る
競
争
の
運
賃
に
及
ほ
す
影
響

第
二
十
巻

(
第
二
親
ニ
四
四
)

四
回

見
る
に
至
る
ニ
己
、
な
る
o

併
し
乍
ら
、
熔
来
の
ヨ
}
ご
は
何
人
に
ご
っ
て
も
不
可
知
の
事
象
に
属
す
る
所
で
あ
る
か
ら
、
損
失
の
下
に
航
海

を
縫
綾
す
る
紬
主
も
、
繋
舶
を
行
ひ
た
る
舶
£
も
、
愈
ー
そ
の
資
力
を
掲
〈
し
て
事
業
の
破
滅
を
来
す
か
、
叉
は

事
業
の
破
滅
を
来
す
ヨ
}
吉
明
か
こ
な
る
か
、

の
場
令
に
立
ち
至
ら
な
け
れ
ば
、
之
を
解
岨
胞
に
附
す
る
も
の
で
は
な

ぃ
。
故
に
市
場
運
賃
が
I

結
に
下
つ
で
も
、
供
給
側
の
事
情
に
よ
っ
て
そ
れ
が
回
復
す
る
ニ
吉
は
容
易
な
も
の
で

は
な
い
。
加
之
、
解
鵠
期
間
の
京
市
る
早
古
は
、
仙
舶
の
年
齢
を
同
じ
=
す
れ
ば
、
主

zし
て
舶
主
の
資
力
に
反
比

例
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
資
力
の
大
な
る
般
宅
は
久
し
き
に
百
一
っ
て
繋
舶
の
損
失
に
耐
へ
る
。
例
へ
ば
北
米
合

衆
国
船
舶
院
の
如
き
は
、

一
九
二

O
年
に
繋
般
を
初
め
て
以
来
今
日
に
至
る
も
倫
四
百
高
噸
以
上
の
汽
舶
を
繋
般

放
践
に
於
て
保
存
し
て
居
る
o

か
く
の
如
、
き
は
、
勿
論
特
別
の
例
外
に
属
す
る
事
柄
で
ゐ
る
け
れ
ど
も
、

ご
も
が

く
も
、
資
力
の
大
な
る
般
主
は
損
失
に
耐
へ
て
所
有
舶
を
久
し
〈
繋
般
服
組
に
世
〈
も
の
で
ゐ
っ
て
、

そ
し
て
ぞ

れ
が
解
龍
せ
ら
れ
十
し
て
繋
般
状
態
に
あ
る
間
は
、
潜
在
的
供
給
三
し
て
存
在
し
、
他
の
般
主
の
般
舶
が
解
髄
せ

ら
れ
之
に
よ
り
供
給
側
に
運
賃
回
復
の
作
用
が
生
じ
て
も
、

そ
れ
ら
が
現
質
の
供
給
=
な
り
て
現
は
る
、
ニ
ご
に

よ
hJ
、
そ
の
回
復
の
カ
を
抑
へ
る
噂
}
己
、
な
る
o

.晶司，、

自
然
債
格
よ
り
人
負
債
格
へ
の
推
移



正
常
債
格
論
の
数
ゆ
る
所
に
よ
れ
ば
、
競
争
が
白
然
の
健
に
行
は
る
、
古
き
は
、
(
印
も
所
謂
自
由
競
守
の
下
に

於
て
は
)
、
も
の
、
債
格
は
、
結
局
、
毛
の
生
産
費
三
一
致
す
べ
き
傾
向
に
ゐ
る
も
の
で
ゐ
る
、

ぜ
云
ひ
、
而
し

て
、
此
考
に
基
き
て
市
場
債
格
猿
動
の
中
心
た
る
も
の
ご
し
て
、
自
然
回
世
格
辺
E
C円山
-
5
7日
(
宮
山
吉
日
』
町
内
向
丘
、

E

常
贋
格

Z
O
B
t
g一5
2。
5
t
H
U
Z日
)
若
し
く
は
均
衡
債
格
円
心
巳
ロ
ヶ
ロ
ロ
自
t

吉
の
め
な
る
も
の
、
抽
象
的
存
在

を
認
む
る
の
で
ゐ
る
。
そ

L
て
そ
の
然
る
理
由
は
、
市
場
債
格
な
る
も
の
は
そ
の
ご
き
ど
き
の
需
要
供
給
の
関
係

に
よ
っ
て
定
ま
る
も
の
で
ゐ
る
り
れ
H

と
も
、
若
し
そ
れ
が
生
産
費
よ
h
高
く
て
、
普
通
以
上
の
利
潤
が
あ
る
な
ら

ば
、
資
本
ご
勢
働
ご
が
そ
の
事
業
に
集
h
J
、
生
産
の
堆
加
を
費
ら
1
て
贋
格
を
引
下
げ
る
こ
芭
に
な
り
、
若
L
之

ご
反
封
に
市
場
田
恒
格
が
生
産
費
よ
り
低
〈
け
れ
ば
、
損
失
の
下
に
事
業
を
継
続
す
る
こ
己
は
出
来
な
い
も
の
で
あ

る
か
ら
、
生
産
者
は
生
産
の
制
限
を
行
ひ
又
は
生
産
を
慶
止
す
る
こ
己
、
な
り
、
供
給
の
減
少
を
来
し
て
、
債
格

の
騰
貴
正
な
る
b

か
〈
て
市
場
債
格
は
、
生
産
費
を
中
心
ご
し
て
動
揺
し
、

ご
き
に
よ
h
之
よ
り
上
る
こ
正
め

h
、
叉
ご
き
に
よ
bd
之
よ
ち
下
る
こ
之
が
あ
る
け
れ
げ
と
も
、
結
局
は
之
を
中
心
ご
し
t
そ
こ
に
安
定
せ
ん
ご
す
る

傾
向
を
有
つ
も
の
で
あ
る
も
ピ
一
玄
ふ
に
あ
る
。

ミ

Y
は
言
ふ
、
『
資
本
を
阪
に
投
下
し
て
容
易
に
引
上
げ
る
こ

Z
が
出
来
な
い
人
々
は
、
償
分
の
聞
は
、
利
潤
な

〈
し
て
我
慢
す
る
で
あ
ら
う
、
而
も
縦
ひ
損
失
を
蒙
り
な
が
ら
も
又
よ
さ
時
の
廻
b
来
る
に
希
望
を
繋
い
で
我
慢

し
て
居
る
例
も
よ
〈
あ
る
こ
ご
で
あ
る
o

併
し
、
彼
等
吉
雄
も
、
景
気
が
回
復
す
る
ら
し
い
こ

F
r示
す
べ
き
何

諦

叢

悔
起
に
於
け
る
競
争
の
運
賃
に
及
ぼ
す
影
響

第
二
十
巻

(
第
一
晩
ニ
四
亘
)

四
五



論

海
運
に
於
け
る
競
争
。
運
賃
に
及
ぼ
す
一
影
響

護

(
第
一
娘
二
四
六
)

無
限
に
我
慢
を
績
け
る
こ
さ
は
な
い
で
ゐ
ら
う
』
。
『
資
本
家
は
損
失
に
於
て
生
産

を
永
久
仁
繊
領
す
る
こ
ご
を
欲
し
な
い
O
L
か
ら
で
あ
る
o

第
二
十
巻

四
声

等
の
徴
候
が
な
い
場
合
に
は
、

マ

1vbγUF
も
叉
日
ふ
、
『

E
費
を
要
す
る
設
備
を
用
ゐ

る
所
の
事
業
に
於

τは
、
貨
物
の
特
別
生
産
費
(
主
自
の

8
注
目
印
同

V
E
t
o
H
ι
5
2
n
S
3
は
、
そ
の
金
生
産
費

(件。一
Z
-
2与
の
ほ
ん
の
一
小
部
分
で
あ
る
b

〔
故
に
U

そ
の

E
常
贋
格
よ
り
迄
に
安
当
』
〔
値
段
の
〕
注
文
も
、

こ
の

特
別
生
産
費
を
償
っ
て
大
な
る
品
開
剰
を
越
し
得
る
。
併
し
、
若
し
も
、
生
産
者
が
そ
の
〔
生
産
〕
設
備

ω休
止
を
遜

け
ん
Z
す
る
懸
念
よ
り
、
か
、
る
注
文
を
引
受
〈
る
な
ら
ば
、
彼
等
は
市
場
に
供
給
過
剰
を
惹
起
し
、
債
格
の
回
復

を
妨
害
す
る
傾
向
を
作
る
。
事
買
に
於
て
は
、
併
し
乍
ら
、
彼
等
が
、

か
、
る
〔
崎
営
業
〕
政
策
を
何
等
の
手
心
を
施

さ
千
し
て
間
断
な
く
退
行
す
る
は
稀
で
あ
る
o

若
し
果
し
て
彼
等
が
之
を
潟
せ
ば
、
そ
の
事
業
に
於
げ
る
生
産
者

の
多
数
を
破
滅
せ
し
り
る
ニ
古
、
な
る
で
あ
ら
う
b

ぞ
し
て
彼
等
自
ら
も
恐
ら
く
は
そ
の
門
破
滅
者
の
〕
裁
の
中
に

ゐ
る
で
あ
ら
う
。
そ
L
て
一
旦
か
〈
の
如
く
に
な
れ
ば
、
需
要
が
回
復
し
て
も
、
之
に
適
合
す
る
供
給
を
望
み
難

〈
、
そ
の
結
果
、

こ
の
事
業
の
生
産
貨
物
の
代
償
は
急
激
に
暴
騰
す
る
で
ゐ
ら
う
。
か
、
る
〔
園
間
格
の
〕
栂
端
な
る

生
産
者
に
も
消
費
者
に
も
有
利
で
な
い
、
門

εれ
故
に
〕
、
生
産
物
の
特
別
生
産
費
を
償
っ
て
僅

か
な
依
b
が
ゐ
る

rけ
で
、
全
般
的
経
費
の
勘
定
に
は
只
僅
か
し
か
償
ひ
を
し
な
い
様
な
代
贋
〔
の
注
文
〕
を
、
伶

スポ，
q
h
F

り
早
請
合
す
る
こ
さ
に
よ
ち
て
、
「
市
場

-e盛
毒
す
る
」
人
の
行
動
を
非
難
す
る
所
の
商
業
道
徳
律
に
劃
し
て
は
、

輿
論
が
之
に
全
然
反
劃
す
る
こ
ご
は
な
い
』

援
動
は
、

結
局
、

1). 2) J. S. Mill， Principles of Political Economy， Ashley's Edition， P.451. 
3). 4) Marshall， Principles of Economics， 8th. Ed.， p・359参照

ゐ) M司rshall.op. cit.， P 375. 



故
に
吐
曾
の
需
要
に
遜
合
す
る
所
の
供
給
が
永
久
的
に
行
は
る
、
が
免
め
に
は
、

債
格
は
軍
に
特
別
生
産
費
を

償
っ
て
伶
h
ゐ
る
だ
け
で
は
足
ら
や
、
廷
に
全
般
的
生
産
投
(
問

gmE-02c宅
F
E
g
z
q
n
o見
1
1
l
了
l
v
ャ
U
F

は
事
業
ゆ
全
般
に
関
し
て
要
す
る
生
産
費
さ
云
ム
見
方
よ
り
此
語
を
用
ゐ
、
之
宮
市
江
E
O
B
M円

z
b
ι

合
せ
た
も
の

を
以

τ宮
古

-Bω
円三

L
て
居
る
吋
却
も
杢
般
的
生
産
費
三
五
ふ
の
は
結
合
生
産
費
}
O
】
与
の
。
且
の
こ
ご
で
あ
ふ
を

も
償
ふ
も
の
で
な
り
れ
ば
な
ら
同
。
『
〔
生
産
者
の
牧
入
が
〕
結
局
に
於
て
、
事
業
の
全
般
的
生
産
費
の
正
賞
な
る
割

前
を
償
ふ
に
十
分
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
生
産
は
次
第
に
減
退
す
る
で
あ
ら
う
。
炉
〈
て
、
供
給
債
格
の
短
き

期
間
に
於
け
る
比
較
的
鋭
敏
な
る
縫
動
に
封
す
る
調
節
カ
が
、
長
当
期
間
の
中
に
存
し
て
暗
々
裡
に
働
〈
原
因
に

ヌ
ポ
4
w

よ
っ
て
、
作
用
を
起
す
こ
己
、
な
り
、
且
つ
「
市
場
を
議
毒
す
る
」
の
快
れ
は
、
そ
の
之
れ
な
草
場
合
よ
り
も
、
此

等
の
原
闘
を
し
て
屡
ー
よ
り
敏
速
に
作
用
を
起
苦
し
め
る
」
o
故
に
、
大
な
る
回
定
資
本
を
要
す
る
事
業
に
あ
り
て

も
、
そ
の
生
産
物
の
度
格
が
、
結
局
、
生
産
費
に
一
致
す
る
傾
向
を
有
つ
も
の
な
る
は
、
他
の
事
業
に
於
げ
る
ご

何
等
異
る
所
な
〈
、
市
場
債
格
が
生
産
費
よ
り
引
晴
樹
、
き
低
き
場
合
に
は
、
何
人
も
損
失
の
下
に
生
産
を
繕
衡
す
る

も
の
は
な
い
炉
ら
、
生
産
者
は
必
然
、
生
産
の
制
限
又
は
康
止
を
行
ふ
こ
さ
、
な
り
、
ぞ
れ
が
供
給
の
自
働
的
制

限
ご
な
り
て
、
市
場
問
問
格
が
引
上
げ
ら
る
、
こ
ど
、
な
る
、

z一
疋
ふ
の
が
正
常
債
格
論
者
の
見
る
所
で
あ
る
。

右
は
正
常
債
格
論
Z
し
て
従
来
多
〈
の
事
者
が
設
明
4
る
所

ω開
論
で
あ
る
。
そ
め
根
本
理
論
は
、
海
運
勢
務

諭

海
運
に
於
け
る
競
争
白
運
賃
に
及
ぼ
す
影
響

二
四
七

(
第
一
一
瞬
ニ
四
セ
)
(

議

第
二
十
巻

M凡T5hall， op. cit.， p. 359. pp. 394 
Taussig. PriI)ciples of Economics， Vo1. 1， pp. 214 

M孔rshal1， op. cit.. p・377

)

)

)
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高官

議

海
運
に
於
け
る
競
宇
白
器
質
に
及
ぼ
ナ
影
響

第
二
十
巻

(
第
一
規
ニ
四
八
)

回
λ 

の
同
恨
格
た
る
蓮
貨
に
も
亦
賞
品
肌
ま
る
も
の
な
る
に
は
疑
ひ
は
な
い
。
市
場
運
賃
が
生
産
費
よ
り
低
き
獄
態
が
存
綴

す
る
に
於

τは
、
品
開
剰
船
腹
は
結
局
解
捜
せ
ら
れ
て
、
般
腹
供
給
の
減
縮
ご
な

b
、
需
要
側
の
事
情
に
輪
出
化
が
起

る
こ
さ
な
く
ご
も
、
運
賃
は
生
産
裂
に
一
致
す
ぺ
〈
回
復
の
傾
向
を
ご
る
は
、
他
の
貨
物
の
債
格
の
場
合
Z
何
等

異
る
所
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
、
之
に
つ
い
て
注
意
す
べ
き
事
柄
は
、
正
常
贋
格
論
者
は
、
市
場
調
格

が
生
産
費
よ

h
低
き
場
合
に
、
市
場
価
問
椅
を
し
て
其
貼
に
ま
で
回
復
せ
し
む
る
作
用
を
有
ウ
所
の
供
給
の
白
倒
的

減
縮
三
五
ム
ヨ
】
芭
仁
つ
い
て
、
そ
れ
が
甚
だ
容
易
に
起
り
得
る
も
の
ご
認
め
て
居
る
こ
吉
で
あ
る
。
私
が
、
蕊
に

ミ

ル

や

7
1
V
ヤ
W
F

の畳一一
?
V』
引
用
し
た
の
は
、
主
ご
し
て
、

か
〈
の
如
き
言
は
い
Y

楽
観
的
な
考
が
そ
の
正
常
債
格

論
に
存
す
る
こ
子
炉
-
指
示
せ
ん
が
斜
め
で
あ
る
。
併
し
、
他
の
産
業
に
於
て
は
い
1
3
如
ら
す
、
海
運
業
に
於
て

は
、
船
腹
供
給
の
白
働
的
減
給
ご
云
ふ
-
』
E
は
、
競
争
が
自
然
の
盤
に
行
は
る
、
限
・
9
、
前
に
越
よ
る
が
如
〈
、

容
易
に
起
る
も
の
で
は
な
い
。

海
運
業
者
は
目
前
に
は
、
『
景
気
が
回
復
す
る
ら
し
い
噂
}
ご
を
示
す
べ
き
何
等
の
一
徴
候
が
な
い
場
合
』
で
も
・
未

来
の
こ
ご
は
測
h
知
る
こ
ご
が
出
来
な
V
か
ら
、
市
場
運
賃
が
繋
肺
結
に
達
す
る
ま
で
は
、
「
損
失
を
栄
り
な
が
ら

も
、
叉
よ
さ
時
の
廻
b
来
る
に
希
望
を
繋
い
で
」
、
そ
の
資
力
の
許
す
限
h
J
随
分
久
L
(管
業
を
継
綴
す
る
も
の
で

あ
る
o
舶
舶
は
、
又
市
場
運
賃
が
繋
船
鮎
を
下
る
に
及
ん
で
は
、
繋
船
せ
ら
れ
て
現
質
の
供
給
界
よ
り
離
脱
す
る

も
の
で
ゐ
る
り
れ
ど
も
、
繋
舶
は
永
江
供
給
の
絶
劃
的
な
る
減
迭
を
意
味
せ
子
、
潜
在
的
供
給
ご
し
て
依
然
海
運



市
場
に
消
極
的
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
机
柑
腹
供
給
の
絶
品
剖
的
な
る
減
退
は
、
般
加
の
解
鰻
せ
ら
る
、
に
及

ん
で
初
め
て
生
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
之
は
向
然
的
老
朽
に
よ
る
場
合
を
除
き
、
運
賃
下
落
に
よ
る
場
合
は
、

スポ
4
ル

の
下
落
が
市
場
を
巳
に
「
薬
毒
」
し
た
る
後
に
行
は
る
、
事
柄
で
あ
る
。

毛

前
掲
の
固
表
を
再
び
利
用
し
て
説
明
す
れ
ば
b

c
の
般
肢
が
損
失
の
下
に
敢
て
営
業
を
継
鎖
す
る
が
故
に
、
叉

c
e
の
船
腹
が
繋
船
紋
態
に
あ
り
て
潜
在
的
供
給
ご
し
て
存
在
す
る
が
故
に
、
運
賃
は
P
鮪
に
あ
る
を
得
宇
し
て

r
結
に
下
落
す
る
-
』
ご
、
な
る
の
で
あ
っ
て
、
『
特
別
生
産
費
を
償
っ
て
僅
か
な
徐
り
が
あ
る
ピ
り
で
、
全
般
的
経

費
の
勘
定
に
は
只
僅
か
し
か
償
ひ
を
し
な
い
援
な
代
償
〔
の
注
文
〕
を
依
り
早
詩
令
す
る
こ
芭
に
よ
り
て
、
「
市
場
を

ス
ポ
d
w

義
者
」
す
る
」
の
倶
れ
の
如
き
は
、
海
運
界
に
於
て
は
、
『
供
給
債
格
の
短
雪
期
聞
に
於
け
る
比
較
的
鋭
敏
な
る
襲
勤

〔
供
給
調
格
の
鋭
敏
な
る
下
落
〕
に
劃
す
る
調
節
カ
」
を

L
て
蚕
も
「
敏
活
に
作
用
を
起
き

L
め
る
』
こ
官
、
は
な
ら

スポ
4
w

守
、
寧
ろ
却
っ
て
b

c
の
船
腹
が
損
失
の
下
に
敢
て
管
業
を
総
績
す
る
こ
ご
は
、
市
場
を
積
栂
的
に
『
蔀
毒
」
す
る

スポ
4
ル

関
係
に
立
ち
、

c
e
の
船
腹
が
繋
船
せ
ら
れ
て
居
る
こ

Z
は
消
格
的
仁
市
場
ぞ
「
諜
毒
」
す
る
関
係
に
立
つ
に
至
る

の
巳
む
な
き
事
情
に
あ
る
の
で
ゐ
る
。

b

c
の
聞
に
あ
る
船
腹
の
所
有
者
党
る
海
運
業
者
は
、
「
そ
の
〔
生
産
U

設
備

の
休
止
を
避
り
ん
古
す
る
懸
念
よ
り
」
資
カ
の
許
寸
限
b
敢
て
「
正
情
債
格
よ
b
起
に
安
き
円
値
段
の
〕
注
文
」
を
引

受
〈
る
の
で
ゐ
っ
て
、
之
に
よ
っ
て
「
彼
等
は
市
場
に
供
給
の
過
剰
を
惹
起
し
、
間
個
格
の
回
復
を
妨
害
す
る
傾
向

を
作
る
」
0

「
彼
等
が
か
、
る
〔
管
業
U

政
策
を
何
等
の
手
心
を
飽
き
守
し
て
間
断
な
f
迫
「
訂
す
る
は
稀
な
る
』
事
貨
で

吉右

書室

栴
謹
に
於
け
る
厳
守
の
起
賃
に
及
旺
ナ
影
響

第
ニ
十
巻

(
第
一
一
概
ニ
凹
丸
)

四
丸



t荷

議

海
運
に
於
け
る
競
争
白
混
賃
に
及
ぼ
す
影
響

第
二
十
巻

(
第
一
親
二
五

O
)

五
O 

は
な
く
、
需
要
側
の
事
情
に
援
化
が
生
唾
ぎ
る
限
h
ノ
、
彼
等
は
資
力
の
許
す
限
り
か
、
る
政
策
を
退
行
す
る
の
で

ゐ
っ
て
、
主
(
結
県
は
勿
論
、
「
生
産
者
の
多
数
を
破
滅
せ
し
む
る
ニ
Z
」
己
も
な
ら
う

L
、
叉
「
彼
等
自
ら
も
恐
ら
く

は
そ
の
〔
破
滅
者
の
〕
中
に
あ
る
』
こ
正
、
な
る
。
併
し
か
〈
の
如
〈
『
市
場
を
麟
劃
す
る
」
所
ま
で
至
ら
な
げ
れ
ば
、

市
場
運
賃
を
し
て
正
常
運
賃
に
ま
で
回
復
せ
し
む
る
所
の
供
給
の
減
縮
た
る
船
舶
の
解
健
を
見
る
に
至
ら
な
い
v

の

で
あ
る
o

而
し
て
之
は
、
般
舶
な
る
も
の
は
繋
般
状
態
に
置
か
れ
て
も
、
向
そ
れ
が
怨
め
、
相
官
巨
額
の
費
用
を

要
す
も
の
で
ゐ
る
限
h
、
己
む
を
得
古
る
所
で
あ
っ
て
、
こ
の
繋
船
費
用
を
何
等
か
の
方
法
に
よ
h
般
主
仁
補
償

す
る
の
途
を
設
付
な
け
れ
ば
、
『
正
常
債
格
よ
り
痘
に
安
き
〔
値
段
の
〕
注
文
を
』
引
受
く
る
船
主
を
『
非
難
す
る
所
の

商
業
道
徳
律
』
な
る
も
の
は
存
在
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
〈
、
海
運
事
業
に
於
て
も
、
そ
が
白
然
の
億
な
る
競
雪
の
下
に
行
は
る
、
古
き
は
、
正
常
侭
格
論
の

数
ゆ
る
所
の
如
〈
、
市
場
横
格
が
生
産
費
を
下
り
た
る
場
合
に
、
需
要
側
の
縫
化
を
竣
た
す
ご
も
、
結
局
に
於
て

は
、
そ
は
生
産
費
に
一
致
す
ぺ
十
回
復
の
傾
向
島
ι
Z
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
ぞ
の
結
局
Z
云
ふ
こ
ご
が
、

ス
ポ
イ
W

用
明
格
論
者
が
通
常
考
ふ
る
が
如
く
、
容
易
な
る
事
柄
で
は
な
〈
、
市
場
が
薬
害
せ
ら
れ
て
初
め
て
来
る
事
柄
で
あ

置
許皿，

巾

る
o

こ
、
に
於
て
不
定
期
舶
業
者
は
自
衡
の
策
ご
し
て
、
般
腹
の
供
給
が
過
剰
ご
な
h
た
る
ご
き
に
は
所
謂
「
共

同
梁
雌
」
又
は
「
繁
般
同
盟
」

ω手
段
に
依
頼
す
る
こ
三
に
よ
り
、
自
然
の
催
な
る
競
争
の
下
に
自
滅
の
測
に
臨
む

の
危
険
を
兎
れ
ん
ご
し
も
又
不
定
期
鋤
穂
陸
宮
者
の
如
〈
、
運
賃
下
落
の
場
合
に
於
て
も
繋
般
吉
一
五
ふ
手
段
に
依
頼



す
る
こ
Z
を
得
守
し
て
、
資
力
の
許
す
限
h
J
偉
業
地
盤
擁
護
の
必
要
上
競
争
関
係
に
留
ま
る
の
外
な
き
定
期
般
経

同
甲
山
者
は
、
一
見
に
一
歩
を
進
め
て
海
運
同
盟
即
ち
2

Y
ア
ア

v
y
λ

古
稀
せ
ら
る
、
所
の
濁
占
的
同
盟
を
組
織
す
る

に
至
る
の
で
あ
る
。
郎
も
海
運
界
に
行
は
る
、
自
然
の
催
な
る
競
守
は
、
不
定
期
般
業
者
を
し
て
は
、
不
況
時
に

一
時
的
に
て
も
共
同
的
に
競
守
を
調
節
す
る
の
手
段
に
恕
う
る
に
至
ら
し
め
、
定
期
般
業
者
を
し
て
は
、
恒
常
的

に
相
互
の
競
守
を
調
節
制
限
し
て
濁
占
的
地
位
を
獲
得
す
る
の
同
盟
を
組
織
す
る
に
至
ら
し
め
、
以
て
一
は
一
時

的
に
一
は
恒
常
的
に
、
正
常
債
格
の
原
則
の
外
に
立
っ
て
入
籍
的
に
運
賃
を
支
配
す
る
の
朕
態
を
作
ら
し
む
る
こ

正
、
な
る
の
で
あ
る
。七

運
賃
論
よ
り
見
た
る
繋
舶
同
盟
三
海
運
同
盟

認
に
於

t
、
私
は
、
運
賃
論

ω
見
地
よ
19
、
帥
鰐
船
同
盟
l
A
ぴ
海
運
同
盟
の
作
用
を
説
明
す
る
の
機
品
聞
に
到
達
し

た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
詳
細
の
説
明
は
後
日
に
譲
り
今
は
只
、
本
論
の
結
論
ご
し
て
必
要
な
る
範
国
に
限
h
て
之

を
述
ぶ
る
こ
己
、
す
る
。

不
定
期
舶
業
者
の
繋
般
同
盟
な
る
も
の
、
目
的
ご
す
る
所
は
、
繋
般
に
よ
る
般
腹
制
限
に
よ
り
て
、
市
場
運
貝

を
牧
盆
貼
に
引
上
げ

τ之
を
維
持
す
る
に
ゐ
る
o

郎
ち
前
掲
の
岡
表
を
再
び
蕊
に
お
し
来
っ
て
説
明
す
れ
ば
、
供

給
般
阪
を
O

b
に
制
限
し
て
市
場
運
賃
を
P
貼
に
維
持
す
る
が
縛
め
に
、

b

c
の
舶
腹
t
c
d
の
船
腹

(
c
d
の

般
腹
は
運
賃
が

r
じ
め
る
な
ら
ば
、
白
後
的
に
繋
般
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が

P
な
る
さ
き
は
運
賃
市
場
に
競

海
運
に
於
け
る
戦
争
の
運
賃
に
及
ぼ
す
影
響

日市

署員

第
二
十
巻

(
第
一
一
概
二
五
一
)

五



言首

設

海
部
に
於
け
る
戦
争
の
並
貨
に
及
ぼ
ナ
影
智

府
宇
者
ご
し
て
現
は
れ
来
る
も
の
で
あ
る
)
芭
を
同
盟
の
下
に
繋
船
せ
し
め
、
ニ
の
緊
船
舶
腹
(
『
の
+
え
)
に
劃
し
て

li 

第
三
十
巻

(
第
一
一
抗
二
五
二
)

は、

o
b
舶
腹
の
就
役
に
よ
り
て
塞
ぐ
る
所
の
徳
利
盆

p
，p
，r
f
の
中
よ
り
、

船
腹
は
航
海
を
な
す
損
失
芭
繋
般
を
な
す
損
失
ご
が
同
一
言

な
る
地
位
に
置
か
れ
る
。
(
d
e
の
船
腹
に
ご
っ
て
は
何
れ

P
運
賃
は
そ
の
繋
船
貼
以
下
で
あ
る
勉
め
、
競
守
者
た
る
資
格
な
〈
、
従
っ
て
繋
船
同
盟
よ
り
除
外
せ
ら
れ

日'

D 

Y も

p
s
r
J
Y
に
相
賞
す
る
金
額
を
繋

般
補
償
金
ご
し
て
奥
へ
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
O
b
の
船
腹

x 

は司司、
H

、
円
、
、
|
宮
号
、
、
の
利
盆
を
攻
め
る
ご
共
仁
、

b

c
及
び

c

d

の
船
腹
に
劃
し
て
は
、
前
越
の
卒
均
積
載
量
に
肱
じ
て

P

運
賃
ど
各
般
舶
の
繋
船
鮎
運
賃
ご
の
差
額
だ
げ
を
補
償
金
ご

し
て
奥
へ
る
こ
ご
に
よ
り
、
そ
の
繋
船
費
負
擦
を
鞘
減
せ
し

め
、
以

τ彼
等
を
し
て
繋
般
す
る
に
満
足
せ
し
め
る
の
で
あ

る
。
即
ち
b
黙
に
あ
る
舶
舶
は
繋
船
費
全
額
の
補
償
を
受
〈

る
こ

Fv-得
、
航
海
を
な
す
も
繋
般
を
な
す
も
共
に
損
得
な

き
の
地
位
に
置
か
れ
、

b
黙
よ
h
右
d
勤
ま
で
に
あ
る
舶
畑

は
紫
般
費
一
部
の
補
償
を
受
け
、
之
に
よ
b
て、

b

d
聞
の

O 

る
)
O

か
〈
て
、
繋
船
同
盟
成
立
の
可
能
は
、
運
賃
論
上
に
於
て
は
、
就
役
船
腹
も
相
官
の
利
盆
を
牧
め
符
る
古
共



に
、
禁
柑
々
一
版
も
航
海
損
失
ご
緊
結
損
失
Z
が
向
調
ご
な
る
地
位
に
置
か
る
、
結
に
懸
る
o

p
p
F
r
f
よ
り
も
大
な
る
さ
き
は
、
繋
般
同
捜
の
成
立
可
施
は
な
い
。

故
に

p
s
rげ

P
が

P

次
に
定
期
締
業
者
の
海
運
同
盟
郎
も
コ
ン
フ
ア
v
y
z
の
、
か
、
る
般
腹
過
剰
の
場
合
に
於
け
る
作
用
を
、
同
様

に
運
賃
論
よ
り
説
明
す
れ
ば
、
ニ
の
場
合
同
盟
の
濁
占
的
地
位
に
よ

h
、
運
賃
を
、
各
需
要
般
腹
に
劃
し
て
、
ぞ

れ
ら
が
需
要
曲
線
D
D
線
上
に
表
は
し
た
る
金
額
、
郎
も
所
謂
各
積
貨
物
の
運
賃
負
携
カ
に
於
て
定
め
、
全
般
腹

o
e
を
以
て
雌
肢
の
需
要
量
仁
感
じ
、
以
て
競
守
船
肢
を
な
か
ら
し
む
る
ご
共
仁
、
之
に
よ
ち
て
同
盟
が
会
僅
ざ

し
て
負
諒
す
る
損
失
(
C
P
U
を
以
工
表
は
さ
れ
る
)
を
、
同
盟
会
館
Z
し
て
の
刺
盆

(
D
P
C
を
以
て
表
は
さ
れ

る
)
を
以

τ填
補
し
、
金
憧
ご
し
て
純
利
盆
(
ロ
唱
の
、
1
内
市
]
)
、
、
)
を
牧
め
ん
ご
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
若
L
D
P
C

が
C
P
U
よ
り
小
な
る
さ
き
は
、
少
〈
ご
も
そ
れ
が
同
一
ご
な
る
程
度
に
供
給
般
腹
を
制
限
す
る
必
要
上
、

e
駄

に
逗
き
般
舶
の
所
有
者
は
、
競
却
す
カ
薄
弱
な
る
も
の
ご
し
て
同
盟
外
に
置
か
る
、
ニ
ご
、
な
る
。

か
〈
の
如
〈
、
不
定
期
般
ご
定
期
舶
は
、
蓮
貨
の
定
め
方
を
異
に
す
る
同
盟
が
成
立
し
、
其
結
果
、
理
論
上
に

於
て
は
、
前
者
に
あ
り
て
は
D
P
J
F
を
以
て
表
は
す
こ
ご
を
得
る
所
の
所
謂
市
費
者
除
剰
を
残
す
ご
共
に
、
又
繋

般
を
生
じ
、
後
岩
に
あ
h
J
て
は
競
争
防
肢
を
残
古
い
る
代
hzJ
に
叉
消
費
者
像
剰
を
生
体
」
じ
め
ぎ
る
こ
ど
、
な
る
。

か
〈
両
者
に
相
蓬
を
来
す
理
由
は
、
前
者
は
一
航
海
に
於
て
概
ね
軍
に
一
積
の
貨
物
を
積
込
む
も
の
で
あ
る
の

に
、
体
偶
者
は
一
航
海
に
於
て
運
賃
負
携
カ
の
異
る
各
精
多
慌
の
貨
物
を
同
時
に
積
込
h
u
t
一
疋
ふ
運
送
方
法
の
相
違

が
あ
る
の
ご
、
前
者
に
あ
h
て
は
繋
舶
は
替
業
地
盤
の
絡
調
的
喪
失
さ
は
な
ら
な
い
の
に
、
後
者
に
あ
h
て
は
そ

れ
は
脱
営
業
地
盤
州
経
費
的
喪
失
ご
な
る
ご
云
ふ
相
違
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
〔
完
〕

i市首

海
起
に
於
げ
る
競
同
干
の
運
賃
に
及
ぼ
す
桜
翠

ま撞

第
二
十
番

(
第
一
規
二
王
=
一
)

(一

=τ
十
二
・
一
)

一克
一


